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キ
頭
の
ご
挨
拶

千
乗
暴
え
部
長
　
石
丼
工
彦

全
脊
連
千
葉
県
支
部
会
員
の
皆
様
に
は
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成

１７
年
度
に
当
支
部
長
を
お
お
せ
つ
か
っ
て
今

月
末
で
ち
ょ
う
ど
１０
年
を
迎
え
ま
す
。

酒
井
前
支
部
長
か
ら
引
き
受
け
た
際
は
不
安
な
気
持

ち
で
い
つ
ぱ
い
で
し
た
が
、
支
部
役
員
及
び
会
員
の
皆

様
の
ご

ヽ
協
力
に
よ
り
途
中
で
挫
折
す
る
こ
と
な
く
活

動
す
る
こ
と
が
で
き
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
一
新

支
部
長
に
な
ら
れ
る
飯
岡
秀
之
さ
ん
も
１０
年
前
の
私

と
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
支
部
活

動
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
バ
ツ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
で
す
の
で
、
過
去
１０
年
を
振
り
返
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
本
部
で
は
、
事
故
や
病
気
等
で

脊
髄
損
傷
者
に
な
ら
れ
た
仲
間
を
支
援
す
る
ピ
ア
サ

ポ
ー
ト
事
業
の
強
化
を
図
る
た
め
、
ピ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

養
成
研
修
を
開
始
し
た
ば
か
り
で
し
た
。
当
支
部
か
ら

私
は
じ
め
５
名
が
１
泊
２
日
の
研
修
を
受
講
し
、
支
部

の
重
点
事
業
に
取
り
入
れ
て
、
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ヨ
ン
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
（下

段
グ
ラ
フ
参
照
）
当
セ
ン
タ
ー
の
ご
協
力
も
あ
り
、
こ

の
１０
年
で
２００
回
近
い
活
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
当

時
患
者
さ
ん
だ
つ
た
方
が
今
で
は
当
支
部
役
員
に
な

ら
れ
て
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
駐
車
場
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
大
型

店
舗
に
お
け
る

「
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
！
」
の
チ
ラ
シ
配

り
も
十
数
回
実
施
し
、
地
元
新
聞
な
ど
に
も
取
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
障
害
者
駐
車
場

の
マ
ナ
ー
啓
発
の
成
果
は
あ
ま
り
あ
が
つ
て
い
ま
せ

ん
。一
番
の
思
い
出
と
し
て
は
平
成

２０
年
６
月
に
開
催

し
た
第
７
回
全
脊
連
総
会
千
葉
県
大
会
で
す
。
前
生
度

か
ら
準
備
を
進
め
、
堂
本
暁
子
前
千
葉
県
知
事
に
も
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
い
た
だ
き

「障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
共
に
暮
ら
し
や
す
い
千
葉
県
づ
く
り
条
例
」
を

全
国
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
関
東
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
会
主
催
の
会
議
で
あ
る

千
葉
県
大
会
を
平
成

２５
年
度
に
、
ピ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

現
任
研
修
会
を
今
年
度
、
い
ず
れ
も
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ

ラ
ザ
ち
ば
に
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
報
告
書

を
本
部
や
参
加
者
に
提
出
し
て
ホ
ツ
と
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

し
ば
ら
く
は
本
部
及
び
関
東
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
会
の
イ

ベ
ン
ト
が
周
っ
て
こ
な
い
の
で
、
支
部
活
動
に
専
念
で

き
る
か
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
は
、
仲
間
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
会
員
増
強
を
図
り
、

組
織
を
強
化
し
て
充
実
し
た
福
祉
社
会
を
訴
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
ど
な
た
で
も
入
会
で

き
ま
す
の
で
、
新
支
部
長
の
も
と
仲
間
づ
く
り
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
、
皆
様

へ
の
御
礼
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

新
事
務
局
Ъ
０
５
０
１
３
６
３
４
１
７
２
５
７

詢菫”
い］
∽̈
い」〇ゴ
いげ
”
・が
いＱ①
・
一
一〇オ”
◎
∞ヨ
”
一｝・
〇〇ヨ
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卒
歳
Ｉ
キ
ヤ
■
及

千
乗
暴
え
部
え
期
総
杏
の
ご
幸
内

拝
啓
　
早
春
の
候
、
〈ム
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
当
会
の
活
動
に
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
り
大

変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、先
の
と
お
り
、
平
成
野
年
度
の
千
書
直
（支
部
定

期
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、皿
螢
ｃ
出
席
＜
だ
さ

い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
議
案
中
に
は
定
足
を
必
要
と
す
る
議
案
も

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
当
日
ご
欠
席
の
場
合
は
、誠
に
お
手

数
な
が
ら
同
封
の
委
任
状
に
賛
否
を
明
示
さ
れ
、『
」
押
印

の
う
え
、̈
ｃ
返
送
＜
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

記

■
期
日
　
平
成
２７
午
Ｔ
，月
５
日
（日
）

■
〈
至
硝
　
１０
時
ゞ
幅
時
予
足

■
会
場

一巾
厘
Ш
二
和
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

Ｆ
研
修
至
（下
記
案
内
図
参
照
）

■
場
所
　
千
一某
塁
血
屋
咆
海
主
有
木
２
２
５
１４

■
０
４
３
６
１３
了
―
了
１
０
０

※
昼
食
（お
弁
当
お
茶
）は
０
部
で
用
意
い
た
し
ま
す
。

※
返
信
用
は
が
き
（委
任
状
）
は
、
３
月
３‐
日
（火
）ま
で

に
必
着
す
る
よ
う
投
函
し
て
＜
だ
さ
い
。

※
矢
印
は
館
山
道
市
原
ＩＣ
か
ら
会
場
ま
で
の
案
内
で
す
。

１

開
会
宣
百
　
　
　
午
前
１０
時
～

２
．
支
部
長
挨
拶

３
，
議
長
選
出

４
．
一黛
格
審
査
報
告

５
　
総
会
議
事

第

一
号
議
案
　
平
成
２６
年
度
活
動
報
告

″塁

一号
誕警
不

平
成
２６
年
度
会
計
報
告

翠

発

生
屡

番

墾

ロ

第
一吾
墓
議
案
　
平
成
２７
年
度
事
業
計
画

第
四
号
議
案
　
平
成
２７
年
度
予
算

第
五
口璽
識案
　
役
員
組
織
見
直
し
に
つ
い
て

第
六
号
議
案
　
そ
の
他
の
案
件

６
．
議
長
解
任

７
．
開
会
宣
言

平
成
％
生
西
曇
彙
報
告

４
月
６
口
　
平
成
２６
年
度
支
部
定
期
総
会
＆

第

一
回
役
員
会

２４
日
　
千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
発
表
者

‥
中
澤
恵
子
さ
ん

参
加
者

‥
中
澤
、
飯
岡
、
吉
岡
、
若
林
、
石
井

５
月
８
日
　
千
葉
リ
ハ
第

１２
回
脊
損
講
習
会
実
行
委
員

〈
本出
席

‥
石
井

９
日
　
千
葉
リ
ハ
個
別
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
　
小
島
夫
妻

１０
日
　
第
１５
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

茂
原
長
生
の
森
公
園
　
参
加
者

‥
１８
名

‐５
日
　
千
葉
リ
ハ
個
別
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
　
吉
岡
氏

２２
日
　
千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

参
加
者

‥
中
澤
、
畠
山

６
月
１
～
３
日
　
第
１３
回
総
会
神
奈
川
県
大
会

会
場
　
伊
勢
一昼
巾
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
２
４
６

１
日
　
代
表
者
会
議
出
席

‥
飯
岡

２
～
３
日
　
出
席

‥
忍
夫
妻
、
石
井

功
労
賞
授
賞

‥
鳥
海
三
千
代
氏
、
大
塚
恵
美
子
氏

２２
日
　
第
２
回
役
』果
本　
会
報
１１３
号
発
行

２６
日
　
千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

参
加
者

飯̈
岡
、
吉
岡
、
若
林

７
月
１５
日
　
千
葉
リ
ハ
個
別
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
　
吉
岡
氏

‐９
日
　
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ラ
ン
チ
会

ア
パ
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト
東
京
ベ
イ
幕
張

４９
Ｆ
ラ

。
ジ
ュ
エ
。
ド

・
シ
ェ
ル
幕
張

参
加
者

‥
２８
名

２４
日
　
千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

参
加
者

‥
畠
山
、
若
林

８
月
１０
日
　
第
３
回
役
員
会
　
会
報
１１４
号
発
行

至 東京方面

7号バ イバ ス
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２８
日
　
千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

参
加
者

‥
中
澤
、
畠
山
、
若
林
、
深
井

３‐
日
　
第
１
回
社
会
参
加
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
制
件
委
口果
本

参
加
者

‥
石
井
、
忍
、
伊
藤

９
月
７
日
　
第
２２
回
ぶ
ど
う
狩
り
＆

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
昼
食
会

東
金
市
松
之
郷

０
鈴
木
ぶ
ど
う
園

参
加
者

‥
４０
名

２５
日
　
千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

参
加
者

‥
進
藤
、
若
林

２７
日
　
第
２
回
社
会
参
加
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
制
件
姿
員
会

参
加
者

‥
石
井
、
忍

１０
月
５
日

第
４
回
役
早
尖

‐９
日
　
第
３
回
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会

シ
ダ
ッ
ク
ス
市
原
ク
ラ
ブ
　
参
加
者

‥
１７
名

２３
日
　
千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

参
加
者
一若
林
、
石
井

２５
日
　
第
３７
回
関
東
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
群
馬
県
大
会

ニ
ュ
ー
サ
ン
ピ
ア
一局
崎

参
加
者

‥
石
井
、
飯
岡
、
露
　
夫
妻

１‐
月
２
日
　
５
回
役
員
会
　
会
報
１１５
号
発
行

３
日
　
第
３
回
社
会
参
加
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
制
件
委
員
会

参
加
者

‥
石
井
、
忍

‐５
日
　
千
葉
リ
ハ
第
１２
回
脊
髄
損
傷
者
講
習
会

参
加
者

‥
千
葉
、
若
林
、
飯
岡
、
忍
夫
妻
、
石
井

２７
日
　
千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

参
加
者

‥
畠
山
、
若
林

‐２
月
７
日
　
関
東
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
ピ
ア
マ
不ヽ
ジ
ャ
ー

現
任
研
修
会

ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば

参
加
者
一
３２
名

７
日
　
支
部
忘
年
会

ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば

参
加
者
４‐
名

８
日
　
千
葉
リ
ハ
運
営
懇
談
会

出
席
者

‥
飯
岡
、
石
井

２５
日
　
千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

参
加
者

忍̈
、
石
井

１
月
１２
日
　
千
葉
リ
ハ
ス
タ
ッ
フ
と
の
打
ち
合
わ
せ

参
加
者

‥
飯
岡
、
忍
、
中
澤
、
畠
山
、
石
井

‐２
日
　
第
４
回
社
会
参
加
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
制
作
委
員
会

参
加
者

‥
石
井
、
忍

‐８
日

第
６
回
省
果
ム

２７
日
　
千
葉
リ
ハ
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

参
加
者

‥
中
澤
、
畠
山

３
月
１
日
　
第
７
回
役
員
会
　
支
部
会
報
１１６
号
発
行

そ
の
他
の
常
時
活
動

１
．
日
石
レ
オ
ン
と
の
燃
料
価
格
の
確
認

（毎
月
）

２
．
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

３
．
電
話
に
よ
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
実
施

４
．
ア
ン
ケ
ー
ト
等
調
査
活
動
へ
の
協
力

５
．
要
望
活
動

①
自
動
車
燃
料
代
助
成
金
に
関
す
る
要
望

②
紙
オ
ム
ツ
等
無
料
支
給
の
要
望

平
成

％

年
度
会
計
報
告

平
成

％
年
要
霊
画
暑
曇
響

※
平
成

２６
年
度
暫
定
会
計
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

番

留

璽

蘇

翼

第
４
回
食
事
会

第
２３
回
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
昼
食
会

第
３
回
み
ん
な
の
音
楽
会

亡
営
年
人
筈

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動

身
障
者
駐
車
場
の
マ
ナ
ー
啓
発
活
動

役
員
会
の
開
催

支
部
会
報

「脊
損
ち
ば
」
の
定
期
発
行

（４
回
／
年
）

千
葉
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
容
の
充
実

他
県
支
部
及
び
他
団
体
と
の
交
流

要
望
活
動
の
実
施

日
石
レ
オ
ン
と
の
燃
料
価
格
の
契
約
継
続

脊
損
関
連
脊
及
び
障
害
者
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
モ
ニ
タ
ー
ヘ
の
協
力

平
成
”
年
度
予
算
栗

※
第
四
号
議
案
会
計
報
告
書
の
平
成

２７
年
度
予
算
案
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

曰
目
園

継
盲
鰭
麗
晉
昇
画
し
に
つ
い
て

Ｐ６
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

日
日
園

そ
の
他
め
案
蘊
＝

Ｏ
第
１４
回
総
会
大
阪
大
会
に
つ
い
て

②
第
３８
回
関
東
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
埼
玉
県
大
会
に
つ

い
て
め
ピ
ア
マ
不
ジ
ャ
ー
現
任
研
修
会
に
つ
い
て

ω
提
案
事
項
、
意
見

畠
菫

等

131211109.8.7.6.5.4.3.2.1
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26    鮨D31誡 ″

全国脊髄損傷者連合会千葉県支部     一般会計

平成26年度 決算書 (暫定)及び平成27年度予算案

自 平成 26年 4月 1日至 平成 27年 1月 31日

科 目 予  算 決  算 次期予算案 備  考
収 入 の 部

前 期 繰 越 金 203, 763 203, 763 154, 105 3月末までの経費を含む

会 費 収 入 630, 000 706, 500 690, 000 115名 ×500X12ヶ月

義 援 金 0 0 0 赤い羽根共同募金

助 成 金 300, 000 340, 000 300, 000 本部よリピアサポート分

広 告 収 入 50, 000 40, 000 40, 000

受 取 利 子 150 132 150 ゆうちょ銀行

寄 付 金 60, 000 96, 000 60, 000

繰 入 金 100,000 0 100,000

雑 収 入 0 50, 337 0

収 入 合 計 1, 343, 913 1, 436, 732 1,344,255

支 出 の 部

本 部 会 費 378,000 412,160 415, 160 27年 3月分まで含む

事 業 活 動 費 610,000 614,311 630, 000

支部総会役員会

千葉リハ関係

ブロック会議

ブロックピア琳現任

イベント補助金

啓発活動

110, 000
300, 000
100, 000

0
100,000

0

84, 044
340, 000
82, 655
0

107,612
0

100, 000
300,000
80,000
50,000
100,000

0

ピアサポート

事 務 通 信 費 60, 000 36, 156 40, 000

切手 :はがき

会報送料負担金

事務用品費

20, 000
25, 000
15, 000

10, 840
12, 420
12. 896

10, 000
15,000
15,000

印 昴1費 240, 000 220, 000 220, 000

惨轟暇E「漏1

多稀奇E口昴1

220, 000
20, 000

220, 000
0

220, 000
0

慶 弔 費 1 5, 000 0 5, 000

予 備 費 40,913 154, 105 9, 095

支 出 合 計 1, 343, 913 1, 436, 732 1,344,255

‐
5¨

千葉県支部財務  忍  司

差 引 合 計 0 0 0

上記の通り報告いたします。
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役 職 名 H26年 度 H27年度案

支 部 長 石井 正彦 飯岡 秀之

副支部長 飯岡 秀之 露崎 耕平

副支部長 露崎 耕平 若林 武

財 務
忍 司

中内 貞夫

忍 司

広 報

千葉 均
富田 健一

荒木 太郎

千葉 均
富田 健一

荒木 太郎

相談支援
吉岡 久一

若林 武

吉岡 久―

若林 武

深井 瑞穂

企 画
飯岡 秀之

露崎 耕平

飯岡 秀之

露崎 耕平

情報通信 周郷 哲 千葉 均

ケアプラザ四街道 中内 貞夫

労災遺族年金 石井 正彦 石井 正彦

女子会
進藤 加代子

中澤 恵子

進藤 加代子

中澤 恵子

会計監査
澤

山

品
Ｔ
　
白
田

恵子

直久

中澤 恵子

畠山 直久

相 談 役
千葉 均

滝口 仲秋
千葉 均

‐
6‐
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第
五
回
定
例
役
員
会
議
事
録

墓
漂
聾
蕎
策
重
要
尋
子
（

飯
岡
秀
之
、
石
井
正
彦
、
伊
藤
　
満
、
忍
　
司
、

進
藤
加
代
子
、
千
葉
　
均
、
露
崎
耕
平
、
中
内
貞
夫

畠
山
直
久
、
吉
岡
久

一
人
刀
護
者

（菊
池
）、
若
林
　
武

◎
会
議
の
前
に

「脊
損
ち
ば
第
１
１
５
号
」
の
発
送
準
備

を
お
こ
な
つ
た
。
会
議
後
に
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
勉
強
会
を

お
こ
な
っ
た
。

【
一
般
経
過
報
告
】

１
．
第
３
回
カ
ラ
オ
ケ
交
流
会
に
つ
い
て

開
催
日
‥
１０
月
１９
日

（日
）
１１
時
３０
分
～
１４
時
３０
分

会
場

‥
シ
ダ
ツ
ク
ス
市
原
ク
ラ
ブ

参
加
者

１
１７
名

参
加
し
た
会
員
か
ら
と
て
も
楽
し
か
つ
た
と
の
お
礼
の
電

話
が
あ
っ
た
。

２
．
千
葉
リ
ハ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

υ

ｌＯ
／
２３
　
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
　
テ
ー
マ
「自

動
車
に
つ
い
て
」

参
加
者

‥
若
林
、
石
井

３
．
会
報
１
１
５
号
を
発
行
に
つ
い
て

‐０
／
‐７
京
葉
印
刷
に
原
稿
提
出
、
初
校
、
納
品
と
も
に

予
定
よ
り
前
倒
し
で
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
３
・
４
回
支
部
役
員
会
議
事
録

（石
井
）
、
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
活
動
報
告

象
本沢
）、
第
２２
回
ぶ
ど
う
狩
り
＆
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
昼
食
会
の
報
告

（千
葉
）
、
再
生
医
療
と
ｉ
ｐ
ｓ
細

胞
の
医
療
情
報

（千
葉
）、
占
釜
Ｊブ
ロ
ツ
ク
は
誰
の
も
の
？

（滝
口
）、
子
育
て
日
記
～
シ
ン
マ
イ
父
さ
ん
が
行
く
×

２
　
ｖ
ｏ
ｌ
３

（霞
縁
じ
、
Ｍ
ｙ
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｌ

‐４

（進
藤
）、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｕ
ｔ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
ｖ
ｏ
１３

（荒

木
）、
ビ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
現
任
研
修
会
の
ご
案
内
（石
井
）、

支
部
忘
年
会
の
ご
案
内

（石
」と
、
脊
損
リ
ハ
ビ
リ
講
習
会

の
ご
案
内
他

４
．
関
東
甲
信
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
群
馬
県
大
会
に
つ
い
て

１０
／
２５

（土
）
１３
時
～

会
場
‥
サ
ン
ピ
ア
高
崎

参
加
者

‥
　
飯
岡

（当
日
の
み
）、
露
崎
夫
妻
、
石
井

ω
脊
損
ち
ば
１
１
４
号
を
参
加
者
に
配
布
し
た
が
大
変

好
評
だ
っ
た
。

②

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て
長
時
間
審

議
し
た
。

０
当
支
部
か
ら
の
要
望
と
し
て
、
本
部
総
会
は
上
国
に
開

催
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

④
ブ
ロ
ッ
ク
会
規
約
の
改
訂
を
す
る
予
定
だ
つ
た
が
、
時

間
が
な
く
１２
／
７
の
ピ
ア
マ
ネ
研
修
会
に
時
間
を
割
い

て
実
施
予
定
。

０
支
部
の
公
益
法
人
適
合
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
。
条
件
・総
事
業
費
の
５０
％
以
上
が
公
益
活
動
で
あ
る

こ
と
。

Ｏ
来
年
度
は
埼
玉
県
支
部
が
開
催
予
定

５
．
ピ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
現
任
研
修
会
進
捗
状
況

９

１０
／
２５
関
東
甲
信
各
支
部
に
案
内
状
、
要
項
、
申
込

書
、
ホ
テ
ル
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
配
布
し
た
。

支
部
長
が
参
加
さ
れ
な
か
っ
た
支
部
に
は
郵
送
し
た
。
（東

京
部

描基
小川
塁

リ

ホ
テ
ル
に
会
議
詳
細
に
つ
い
て
１６
項
目
ほ
ど
の
確
認

事
項
を
メ
ー
ル
に
て
１０
／
２９
に
問
い
合
わ
せ
た
。

６
．
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

１０
月

・ら
回
更
新

７
．
そ
の
他

①
会
費
未
納
者

１０
／
３‐
現
在
１０
名
　
未
納
者
に
つ
い

て
は
再
度
振
り
込
み
用
紙
を
同
封
し
て
催
促
す
る
。

②

ｌＯ
月
ェ
ネ
オ
ス
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
カ
ー
ド
契
約
価
格

◎
ハ
イ
オ
ク
＝
１
６
６
．
０
円
／
メ

◎
レ
ギ

ュ
ラ
ー
＝
１
５
５
．
０
円
／／（メ

◎
軽
油
＝
１
３
４
．
０
円
／
メ

働
長
野
県
支
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

１０
／
１１

（土
）
～
１２
日

（日
）
佐
久
市
萬
里
の
里

参
加
者

‥
石
井
＾
秋
本

０
埼
玉
県
支
部
長
の
小
辻
憲
男
氏
が
肺
炎
の
た
め
１０
／

２７
に
亡
く
な
つ
た
の
で
、
当
支
部
よ
り
強
電
を
打
つ
た
。

【本
部
報
告
事
項
】

１
．
第
９７
回
通
常
理
事
会

０
社
会
参
加
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
製
作
事
業
に
つ
い
て

第
２
回
会
議
を
終
了
さ
せ
た
。
３
回
目
は
１１
／
３
の
予
定

Ｔ
Ｏ
ｇ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
６

（障
害
者
と
ス
ポ
ー
ツ
）

。
７

（
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
）
（い
い
暮
ら
し
を
す
る
為
に
）
を
発

行
予
定
。

９
省
庁
交
渉
に
つ
い
て

７
／
２２

「地
域
問
格
差
や
制
度
間
の
狭
間
の
問
題
」
「リ

ハ
ビ
リ
期
間
の
延
長
」
に
つ
い
て
交
渉
を
行
っ
た
。
内
容

に
つ
い
て
は
脊
損
ニ
ュ
ー
ス
で
掲
載
中
。

働
全
国
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
要
望
項
目

（１
３
９
件
）
の

整
理
に
つ
い
て

今
年
度
中
に
下
記
の
省
庁
交
渉
を
行
つ
方
向
を
出
し
た
。

①
障
害
者
の
介
護
保
障
の
確
立

②
重
度
訪
問
介
護
の
単
価
の
引
き
上
げ

③
脊
髄
損
傷
者
が
安
心
で
き
る
医
療
体
制
の
確
保
と
専
門

医
の
配
置
及
び
脊
損
セ
ン
タ
ー
病
院
の
開
設

※
ガ
ソ
リ
ン
券

。
タ
ク
シ
ー
券
を
国
の
制
度
に
対
し
て
は

無
理
と
思
う
の
で
各
市
町
村
で
解
決
し
て
ほ
し
い
。

０
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
場
の
確
保
活
動
に
つ
い
て

‐
7‐
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「パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ツ
ト
」
里
日
色
塗
基

等
々
は
、
国

の
法
律
と
し
て
制
定
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
。
公
安
委
員
会
に
要
望
し
、
免
許
の
更
新
時
に
Ｐ

Ｒ
す
る
よ
う
要
求
を
行
，２

Ｑ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
拡
大
に
つ
い
て

①
近
口
中
に
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
拡
大
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

②
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
を
行
う
事
に
よ
り
、
支
部
の
活
性

化
が
進
み
、
会
員
の
増
加
も
見
ら
れ
る
。

③
活
動
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
住
宅
業

者
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

④
ビ
ラ
を
作
成
し
配
布
を
行
い
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

⑤
新
聞
に
広
告
を
掲
載
し
、
相
談
会
を
開
催
し
活
動
を
行

っ
て
い
る
っ

⑥
拠
点
病
院
を
中
心
と
し
て
、
相
談
会
を
開
催
し
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
（こ
れ
か
ら
拠
点
病
院
を
確
保
及
び
理
解
を

得
る
こ
と
は
大
変
で
あ
る
）

⑥
全
国
総
会
開
催
に
関
す
る
輪
番
制
に
つ
い
て

輪
番
制
は
継
続
し
、
開
催
可
能
な
支
部
に
よ
る
手
挙
げ
方

式
と
、
本
部
開
催
に
よ
り
解
決
し
て
い
く
事
と
し
た
。

０
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催
時
に
お
け
る

「冠
」
使
用
に
つ
い

てブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催
時
に

《公
益
社
団
法
人
）
の
冠
使
用

に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
ブ
ロ
ツ
ク
会
議
開
催
時
に
は

「冠
」
を
使
用
し
な
い
方
向
で
進
め
た
。

③
代
議
員
名
簿
確
認
の
未
提
出
支
部
が
２‐
支
部
あ
っ
た

の
で
、
△
″後
あ
ら
た
め
て
回
答
要
請
を
行
う
事
と
し
た
。

天
「後
の
支
部
活
動
予
定
及
び
審
議
事
項
】

１
．
ピ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
現
任
研
修
会
＆
支
部
忘
年
会
に
つ

い
て
実
施
日
‥
１２
月
７
日

（日
）

会
場
‥
ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば

参
加
費

‥
講
演
及
び
会
議
＝
無
料
、

懇
親
会
＝
６
，
０
０
０
円
、
二
次
会
＝
２
，
０
０
０
円

宿
泊

（朝
食
付
）
＝
８
，
０
０
０
円

（ツ
イ
ン
・
シ
ン
グ

ル
上
◇

宿
泊
室
の
予
約
に
つ
い
て
は
シ
ン
グ
ル
Ｈ
ｌＯ
室
、
ツ
イ
ン

＝
５
室
、　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
室
＝
１
室

参
加
申
込
先

‥
飯
岡
副
支
部
長

申
込
み
締
切
り
‥
Ｈ
月
２５
日

リ
ピ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
現
任
研
修
会
に
つ
い
て

会
場

‥
２Ｆ
パ
ー
ル

役
員
集
合
時
間
・・鰤

１０
時
　
役
員
の
昼
食
は
１１
時
に
会

議
室
に
て
交
代
で
と
る
。
他
の
参
加
者
の
昼
食
は
１２
時
～

講
演

‥
１３
時
１０
分
～
１４
時

１０
分

「海
外
の
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
」

講
師
上
二
橋
民
穂
氏

（千
葉
リ
ハ
理
学
療
法
士
）

３０
分
の
休
憩
後

各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

の
演
習
に
入
る
。

演
習
問
題
作
成
者

‥
そ
の
１
　
若
林

そ
の
２
　
吉
岡

冗
螢
担
当

一糞
付
‥
忍
、
露
崎
　
　
車
誘
導
係

‥
金
谷
、
畠
山
　
　
司

〈
〒
・飯
岡
　
　
昼
食
係

‥
千
葉
　
　
写
真

・・吉
岡
、
石
井

ネ
ー
ム
カ
ー
ド
作
成

‥
石
井
　
　
講
師
対
応
‥
石
井

②

ピ
ア
マ
ネ
研
修
懇
親
会
＆
支
部
忘
年
会
に
つ
い
て

■
会
場

‥
２Ｆ
ル
ビ
ー

■
受
付

‥
１７
時
００
分
～
１７
時
５０
分

■
宴
会

‥
１８
時
００
分
～
２０
時
００
分

■
二
次
会

‥
２０
時
３０
分
～
２２
時

３０
分

受
付
‥
忍
、
露
崎
　
　
司
会
‥
飯
岡
、
露
崎

（余
興
含
む
）

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
＆
カ
ラ
オ
ケ
担
当

‥
飯
岡
、
露
崎

若
林
　
　
賞
品
準
備

‥
石
井
　
　
乾
杯
音
頭

‥
飯
塚
ブ
ロ

ッ
ク
長
　
　
締
め
‥
千
葉
　
　
写
真

・・吉
岡
、
石
井

料
理
メ
ニ
ュ
ー
、
金
額
交
渉
等
に
つ
い
て
は
石
井
が
担
当

全
国
総
会
に
て
鳥
海
さ
ん
、
大
塚
さ
ん

（千
葉
リ
ハ
）
が

一受
賞
さ
れ
た
の
で
表
彰
式
を
行
ン２

ピ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
現
任
研
修
会
講
師
の
三
橋
さ
ん
、
鳥
海

さ
ん
、
大
塚
さ
ん
は
無
料
で
懇
親
会
＆
忘
年
会
に
招
待
す

ラ（υ。
身
障
者
ト
イ
レ
・・ｌＦ
、
２Ｆ
、
Ｔ
に
あ
リ
　
ア
ル
コ
ー
ル
・

ツ
マ
ミ
自
販
機
７Ｆ
に
あ
り
　
製
氷
機

釜
料ヽ
）
７Ｆ
に
あ

り２
．
千
葉
リ
ハ
関
係

り
千
葉
リ
ハ
第
１２
回
脊
髄
損
傷
者
リ
ハ
ビ
リ
講
習
会
に

つ
い
て

（脊
損
ち
ば
１
１
５
号
２‐
ペ
ー
ジ
参
照
）

１‐
月
１５
日

（土
）

講
演
１

「こ
れ
か
ら
の
自
動
車
を
考
え
る
」

講
演
２

「運
転
中
の
褥
着
予
防
」

支
部
ブ
ー
ス
を
設
け
、
会
報
な
ど
の
資
料
展
示
と
Ｐ
Ｒ
、

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
等
を
実
施
す
る
。
テ
ー
ブ
ル
２
脚
、
イ
ス

３
脚
昼
食
及
び
休
憩
室

‥
ｌＦ
　
弁
当
準
備

‥
石
井

参
加
予
定
者

‥
若
林
、
千
葉
、
飯
岡
、
石
井

集
合
時
間

‥
１１
時
３０
分

②
運
営
懇
談
会
開
催
に
つ
い
て

‐２
月
８
日

（月
）
１５
時
～

参
加
予
定
者

‥
飯
岡
、
石
井

以
下
の
要
望
を
事
前
に
提
出
し
た
。

要
望
①
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
話
し
合
う

機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き
ボ
ラ
ン
テ
ラ
と
し
て
の
役
割
だ

け
で
な
く
、
運
営
側
に
入
り
込
ん
だ
活
動
を
さ
せ
て
ほ
し

い
。
要
望
②
開
始
時
間
を
厳
守
し
て
ほ
し
い
。

要
望
③
脊
損
掲
示
板
に
資
料
の
保
管
箱
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。
３
．
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

０

支
部
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
案
内
の
チ
ラ
シ
を
作
る
。

素
案
担
当

‥
飯
岡
＝
次
回
役
口暴
ムま
で
に
作
成
し
来
年
度

-8-
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に
間
に
合
う
よ
う
作
成
す
る
。
両
面
刷
り
と
し
、
裏
面
は

「身
障
者
駐
車
場
啓
発
」
の
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
る
。

②
千
葉
リ
ハ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

Ｈ
月
の
参
加
予
定
者

‥
若
林
、
畠
山

‐２
月
の
参
加
予
定
者

‥
若
林
、
石
井

４
．
み
ん
な
の
音
楽
会
に
つ
い
て

当
初
、
君
津
市
内
の
施
設
で
行
う
予
定
で
い
た
が
、
入
場

者
が
多
く
入
り
そ
う
な
市
原
市
の
ア
リ
オ
店
な
ど
で
開
催

で
き
る
か
交
渉
し
て
み
る
。
活
動
資
金
に
つ
い
て
は

「県

共
同
募
金
」
な
ど
の
助
成
が
お
り
な
い
か
検
討
中
。

５
。
そ
の
他

①
会
員
か
ら
オ
ム
ツ
の
無
料
支
給
に
関
す
る
要
望
が
出

た
の
で
、
ま
ず
石
井
が
要
望
書
を
作
成
し
住
ん
で
い
る
市

長
宛
に
１０
、／
３‐
提
出
し
た
。
こ
の
ひ
な
型
を
使
っ
て
各

自
住
ま
い
の
市
町
村
に
提
出
す
る
こ
と
と
す
る
。

②
支
部
会
員
の
住
ま
い
、
年
代
、
性
別
、
脊
損
部
位
ヽ
受

傷
原
因
等
の
分
類
表
を
作
成
し
た
の
で
、
グ
ラ
フ
化
し
て

「脊
損
ち
ば
１
１
６
号
」
に
掲
載
す
る
。

０

‐２
／
２３
　
千
葉
県
障
害
者
計
画
フ
オ
ー
ラ
ム

～
誰
も
が
草
↑
う
し
や
す
い
千
葉
県
を
目
指
し
て
～

会
場
‥
千
葉
県
整

泉
富館

申
込

（問
い
合
わ
せ
）

電
話
０
４
３
‐
２
２
３
‐
２
３
３
８

以
上

荒
木
太
郎
、
飯
岡
秀
之
、
石
井
正
彦

忍
　
司
、
周
郷
折
Ｒ

高
田
儀
雄
、
千
葉
　
均
、
露
崎
耕
平
、
富
田
健

一
、

吉
岡
久

一
人
刀
護
者

（菊
池
）

【
一
般
経
過
報
告
】

１
．
‐２
／
７
支
部
忘
年
会
に
つ
い
て

ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
　
２Ｆ
ル
ビ
ー

参
加
者
・・４‐
名
　
ピ
ア
マ
ネ
研
修
会
懇
親
会
と
兼
ね
て
開

催
し
た
の
で
参
加
者
が
昨
年
度
よ
り
１６
名
多
か
つ
た
。

と
り
あ
え
ず
来
年
度
の
予
約
も
済
ま
せ
た
。
（
１２
／
６

（日
）
宴
会
室

‥
パ
ー
ル
　
宿
泊
室
　
ツ
イ
ン
３
室

シ
ン
グ
ル
５
室
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
室
）

２
．
１２
／
７
ピ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
現
任
研
修
会
に
つ
い
て

ホ
テ
ル
ポ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
　
２Ｆ
パ
ー
ル

参
加
者

‥
３２
名

（ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
３
名
含
む
）

講
演

「海
外
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」
５
ペ
ー
ジ
分
テ
ー
プ
お

こ
し
を
し
て
全
１４
ぺ
‐
ジ
の
報
告
書
を
作
成
、
本
部
と
他

支
部
参
加
者
に
送
付
し
た
。

３
．
千
葉
リ
ハ
関
係

①

‐１
／

‐５
　
千
葉
リ
ハ
第
１２
回
脊
髄
損
傷
者
リ
ハ
ビ

リ
講
習
会
開
催

講
演
１

「こ
れ
か
ら
の
自
動
車
を
考
え
る
」

講
演
２

「運
転
中
の
褥
療
予
防
」

参
加
者

‥
千
葉
、
若
林
、
飯
岡
、
忍
夫
妻
、
石
井

講
演
内
容
を
テ
ー
プ
お
こ
し
し
て
支
部
会
報
に
掲
載
す
る
。

②

ｌ‐
／
２７
　
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
　
テ
ー
マ
「外

出
に
つ
い
て
」

参
加
者

‥
若
林
、
畠
山

り

‐２
／
２５
　
グ
ル
ー
プ
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
　
テ
ー
マ
「家

屋
改
造
に
つ
い
て
」

参
加
者

‥
忍
、
石
井

総

‐２
／
８
　
運
営
懇
談
会
開
催
に
つ
い
て

参
加
者

‥
飯
岡
、
石
井

要
望
１
　
定
期
的
に
話
し
合
う
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
き

ボ
ラ
ン
テ
ラ
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
な
く
、
運
営
側
に
入

り
込
ん
だ
活
動
を
さ
せ
て
ほ
し
い
。

要
望
２
　
開
始
時
間
を
厳
守
し
て
ほ
し
い
。

要
望
３
　
脊
損
掲
示
板
に
資
料
の
保
管
箱
を
設
置
し
て
ほ

し
い
。

紛

１
／

‐２
　
ピ
ア
サ
ポ
‐
卜
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
実

施支
部
か
ら
は
、
今
ま
で
参
加
し
た
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
件
数
を

グ
ラ
フ
表
で
説
明
し
た
。

参
加
者

‥
飯
岡
、
忍
、
畠
山
、
中
澤
、
石
井

４
．
会
報
１
１
５
号
を
発
行
に
つ
い
て

‐０
／
‐７
京
葉
印
刷
に
原
稿
提
出
、
初
校
、
納
品
と
も
に

予
定
よ
り
前
倒
し
で
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
３
・
４
回
支
部
役
員
会
議
事
録

（石
井
）、
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
活
動
報
告

（会
沢
）
、
第
２２
回
ぶ
ど
う
狩
り
＆
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
昼
食
会
の
報
告

（千
葉
）
、
再
生
医
療
と
ｉ
ｐ
ｓ
細

胞
の
医
療
情
報

（千
葉
）
、
占
釜
↓ブ
ロ
ツ
ク
は
誰
の
も
の
？

（滝
口
）
、
子
育
て
日
記
～
シ
ン
マ
イ
父
さ
ん
が
行
く
×

２
　
ｖ
ｏ
ｌ
３

（露
路
）
、
Ｍ
ｙ
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｌ

‐４

（進
藤
）、
Ｇ
ｏ
ｏ
ｕ
ｔ
ｓ
ｉ
ｄ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｌ
３

曾
ん木
）、
ピ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
現
任
研
修
会
の
ご
案
内

（石
井
）
、
支
部
一昼
学
会
の
ご
案
内

（石
井
）
、
脊
損
リ
ハ

ビ
リ
講
習
会
の
ご
案
内
他

５
．
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

担
当

‥
周
郷

Ｈ
月

‥
４
回
更
新
　
１２
月
‥
３
回
更
新

６
．
そ
の
他

ω
会
費
未
納
者
に
電
話
を
し
て
振
り
込
み
を
お
願
い
し

た
ｏ
１
／

‐８
現
在
未
納
者
２
名

０

９
／
８
自
動
車
燃
料
代
助
成
金
に
関
す
る
要
望
を
県

に
提
出
し
た
が
、
年
末
に
回
答
書
が
届
い
た
。

全
国
３
県
に
お
い
て
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
を
行
っ
て
い

第
六
固
定
例
役
員
会
議
事
録

華
置
轟
番
籍
菫
夢
子
手
ム

‐
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る
が
、
県
内
で
は
７
市
が
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
を
お
こ

な
つ
て
お
り
、
４８
市
町
村
が
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
配
布
を

行
っ
て
い
る
。
千
葉
県
の
事
業
と
し
て
は
実
施
す
る
予
定

は
な
い
と
の
回
答
で
あ
つ
た
。
（実
施
状
況
に
つ
い
て
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
）

Ｏ

ラ
ク
ス
マ
リ
ー
ナ
の
秋
元
氏
か
ら
荒
木
太
郎
さ
ん
に

講
演
依
頼
が
あ
り
、
荒
木
さ
ん
が
東
京
の
市
ケ
谷
で
ア
ウ

ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
＆
車
い
す
者
の
旅
行
に
つ
い
て
の
講
演

を
行
っ
た
。

ω

エ
ネ
オ
ス
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
カ
ー
ド
契
約
価
格

（
Ｈ
月
）

◎
ハ
イ
オ
ク
＝
１
５
９
．
０
円
／
メ

◎
レ
ギ
ュ
ラ
ー
＝
１
４
８
．
０
円
／
沸

０
円
／／／沸

◎
軽
油
＝
、１
３
０
．

（
‐２
月
）

◎
ハ
イ
オ
ク
＝
１
５
１
．
０
円
／
沸

◎
レ
ギ
ュ
ラ
ー
＝
１
４
０
．
０
円
／
腸

０
円
／
鵬

◎
軽
油
＝
１
２
１

（１
月
）

◎
ハ
イ
オ
ク
Ｈ
ｌ
４
０
．
０
円
／
沸

◎
レ
ギ
ュ
ラ
ー
＝
１
２
９
．
０
円
／
沸

０
円
／
沸

◎
軽
油
＝
１
１
０

【本
部
報
告
事
項
】

１
．
第
３
回
業
務
執
行
理
事
会
報
告

り
社
会
参
加
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
製
作
事
業
に
つ
い
て

石
井

１
／
‐２
第
４
回
会
議
　
参
加
者

‥
忍
、

「Ｔ
Ｏ
ｇ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
６
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
」
「Ｔ
Ｏ
ｇ

ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
７
障
害
者
と
ス
ポ
ー
ツ
」
は
３
月
発
行
予
定
。

②
省
庁
交
渉
に
つ
い
て

７
／
２２
　
①
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
地
域
間
格
差
の

解
消
　
②
リ
ハ
ビ
リ
期
間
の
延
長
に
関
す
る
要
望

９
／
２９
　
①
多
機
能
ト
イ
レ
の
整
備
に
つ
い
て

②
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

【今
後
の
支
部
活
動
予
定
及
び
審
議
事
項
】

１
．
平
成
２７
年
度
支
部
定
期
総
会
開
催
に
つ
い
て

０
開
催
日
　
４
月
５
日

（日
）
１０
時
～
１５
時

②
会
場

上
巾
原
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（サ
ン
ハ
ー
ト
）

ｌＦ③
検
討
課
題

平
成
２７
年
度
事
業
計
画

（案
）
に
つ
い
て

平
成
２７
年
度
役
員
組
織

（案
）
に
つ
い
て

平
成
２７
年
度
予
算

（案
）
に
つ
い
て

０
平
成
２７
年
度
サ
ン
ハ
ー
ト
予
約
状
況
　
４
／
５
、

６
／
２‐
、
８
／
９
、
１０
／
Ｈ
、

Ｈ
／
８
、
１
／
２４
、

３
／
６

２
．
脊
損
ち
ば
第
１
１
６
号
発
行
に
つ
い
て

（３
／
１
発
送
予
定
）

０

原
稿
作
成
担
当

。
「支
部
長
年
頭
の
ご
挨
拶
」
‥
石
井

。
「平
成
２７
年
度
定
期
総
会
の
ご
案
内
∵
・千
葉

。
「平
成
２６
年
度
事
業
報
告
、

「平
成
２７
年
度
事
業
計
画
案
∵
・石
井

二
平
成
２６
年
度
決
算
報
告

（暫
をし

及
び
平
成
２７
年
度
予
算
案
∵
・忍

・
ピ
ア
マ
ネ
講
演

「海
外
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
∵
・石
井

二
第
１６
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
の
ご
案
内
∵
」千
葉

。
「Ｍ
ｙ
Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
　
ｖ
ｏ
　
・
１

１５
」
‥
進
藤

・
コ
十
育
て
日
記
～
シ
ン
マ
イ
父
さ
ん
が
行
く
×
２

ｖ

ｏ

ｌ

４

∵

・露

崎

・
Ｇ

ｏ

Ｏ

ｕ
ｔ

ｓ
ｉ
ｄ

ｅ
　

ｖ
ｏ
１
４

‥
荒
木

。
支
部
会
員
の
住
ま
い
、
年
代
、
脊
損
部
位
＾
受
傷
原
因

等
を
グ
ラ
フ
で
掲
載

‥
石
井

②

原
稿
〆
切
＝
２
／

１３
　
　
編
集
終
了
＝
２
／

１７

初
校
＝
２
／
２０
　
　
印
刷
依
頼
＝
２
／
２３

会
報
納
品
＝
２
／
２７

０
総
会
出
欠
の
は
が
き
と
会
着
振
込
み
用
紙
宿
別
に
金

額
を
記
入
し
た
通
知
書
も
）
を
同
封
す
る
。

３
．
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

１
／
２２

（木
Ｙ
ア
ー
マ
「福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
参
加
予
定
者

‥

中
澤
、
畠
山

４
．
第
３
回
み
ん
な
の
音
楽
会
開
催
に
つ
い
て

市
原
市
の
施
設
を
借
り
て
開
催
し
た
い
が
、
会
場
の
確
保

と
バ
ン
ド
演
奏
依
頼
、
助
成
金
な
ど
を
考
え
る
と
今
年
の

秋
ご
ろ
に
実
施
し
た
い
。
経
費
に
つ
い
て
は
県
共
同
募
金

会
に
申
請
す
る
。
担
当

‥
露
崎

５
．
第
１６
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
に
つ
い
て

日

に

ち

・
５

月

１０

日

（
日

）

ま

た

は

９

日

（
土

）

会

場

‥

県
長
生
の
森
公
園
　
予
約
担
当

‥
石
井

６
．
そ
の
他

０
脊
髄
損
傷
者
に
関
わ
る
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ユ
ー
に

つ
い
て
首
都
大
学
か
ら
依
頼
が
あ
つ
た
。

次
回
役
員
会

（３
／
１
）
終
了
後
に
実
施
し
た
い
の
で
協

力
で
き
る
方
は
残
っ
て
ほ
し
い
。

②
オ
ム
ツ
の
無
料
支
給
に
関
す
る
要
塑
圭
［に
つ
い
て

要
望
書
雛
形
を
作
成
し
た
の
で
各
自
住
ま
い
の
市
町
村
に

要
望
す
る
。
（任
意
）
雛
形
希
望
者
は
石
井
ま
で

紛
埼
玉
県
又
郡
新
年
会
の
不
肉
　
１
月
３‐
日

（土
）
１０

時
半
～
　
ラ
フ
レ
さ
い
た
ま
　
会
費
４
，
０
０
０
円

締
め
切
り
１
／
２０

以
上
　
文
責

‥
石
井

◎
次
回
役
員
　
平
成
２７
年
３
月
１
日

（日
）
劇

１０
時
～

サ
ン
ハ
ー
ト
　
２Ｆ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
ル
ー
ム

９
時
半
～
　
会
報
発
送
準
備

関
東
甲
信
ブ
ロ
ツ
ク
主
催
の
ピ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
現
任

研
修
会
や
支
部
忘
年
会
な
ど
そ
の
他
の
活
動
報
告
に
つ

き
ま
し
て
は
、
千
葉
県
支
部
ホ
ー
ム
ペ
Ｌ
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
日定非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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墨

量

Ｉ

桑

墾

量

麗

）

平
成
２６
年
度
千
葉
県
支
部

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
の
報
告

■
日
時
；
月
１０
月
２３
日

■
テ
ー
マ
‥
自
動
車
の
移
動
に
つ
い
て

■
参
加
者
・・Ａ
様
、
ュ
蜃

Ｃ
様
、２
は

匿
様
、Ｆ
様
、Ｇ
様

■
栗

果
下
六
葺
様
、量豆
性
恢

■
ス
タ
ッ
フ
‥
山
崎
、会
澤
、上
野
、
〓
一橋
、“磯
咲
小
菅

最
初
に
自
己
紹
介
を
し
た
あ
と
、自
動
車
で
の
移
動
に

つ
い
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
、
連
含
会
の
方
や
出
崎
さ
ん

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
退
院
後
す
ぐ
に
直

面
す
る
テ
ー
マ
で
あ
り
、積
極
的
に
質
問
な
さ
る
方
も
い

ら
っ
し
や
い
ま
し
た
。

ま
ず
、̈
ｃ
自
分
で
は
運
転
さ
れ
な
い
方
に
つ
い
て
の
事

例
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
¨
」
家
族
が
車
い
す
↓
助

手
席
へ
の
移
乗
介
助
を
さ
れ
る
の
で
す
が
、病
院
の
ＰＴ
に

し
っ
か
り
と
教
わ
っ
て
か
ら
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、車
い
す
か
ら
車
の
座
面
に
移
る
際
、

な
る
べ
＜
楽
に
移
動
で
き
る
よ
う
両
方
の
高
さ
を
合
わ

せ
て
お
＜
こ
と
、
ま
た
、
車
い
す
を
座
面
に
斜
め
に
＜
っ

つ
け
て
、
少
な
い
回
転
距
離
で
移
動
で
き
る
よ
う
す
る
こ

と
、体
が
安
定
し
や
す
い
よ
う
深
め
に
座
っ
て
頂
＜
こ
と

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

加
え
て
、自
動
車
に
乗
る
時
は
特
に
除
圧
が
大
切
で
あ

る
と
い
う
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
ロ
ホ
ク
ッ

シ
ョ
ン
と
い
う
空
気
や
ジ
エ
ル
が
入
っ
て
い
る
も
の
を
使

用
し
た
り
、
１５
～
２０
分
に

一
回
は
必
ず
プ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

を
す
る
な
ど
、で
き
る
範
囲
で
意
識
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
な
よ
う
で
す
。

つ
づ
い
て
福
祉
車
両
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

現
在
は
大
き
＜
３
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
、①
上
述
の
よ
う

に
助
手
席
が
出
て
＜
る
タ
イ
プ
の
も
の
、②
後
部
座
席
が

出
て
＜
る
タ
イ
プ
の
も
の
、③
後
方
の
ト
ラ
ン
ク
か
ら
車

椅
子
の
ま
ま
入
る
も
の
が
あ
る
そ
う
で
す
。車
い
す
の
ま

ま
入
る
タ
イ
プ
で
は
、車
内
部
の
高
さ
を
し
っ
か
り
確
認

し
て
お
い
た
方
が
よ
い
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
〈フの

車
は
ほ
と
ん
ど
大
立
夫
の
よ
う
で
す
が
、背
の
高
い
方
、

電
動
車
い
す
な
ど
大
き
な
も
の
に
乗
ら
れ
る
方
な
ど
は
、

頭
が
＜
っ
つ
い
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
の
で
見
て
お
い

た
方
が
良
さ
そ
う
で
す
。
連
含
会
の
方
が
ご
自
分
の
お
車

を
動
画
で
撮
影
し
て
き
て
下
さ
り
、車
い
す
を
収
納
す
る

た
め
の
機
械
が
実
際
に
動
い
て
い
る
様
子
を
み
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
収
納
Ｂ
Ｏ
Ｘ
が
運
転
席
上
に
移
動
す
る

の
で
屋
根
代
わ
り
に
な
る
こ
と
、自
分
の
力
で
持
ち
上
げ

な
＜
て
い
い
の
で
年
齢
を
重
ね
て
も
使
い
や
す
い
こ
と

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
お
値

段
は
６０
万
円
ほ
ど
か
か
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、車
を
購
入

す
る
と
き
や
改
造
す
る
と
き
は
事
前
に
役
所
に
申
告
し

て
お
＜
と
、税
金
が
免
除
に
な
っ
た
り
助
成
金
が
出
た
り

す
る
と
の
こ
と
で
、
亡ハれ
ず
に
チ
エ
ツ
ク
し
ま
し
ょ
つ
と

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、「
ｃ
自
分
で
運
転
さ
れ

る
方
の
場
合
は
免
許
セ
ン
タ
ー
で
適
性
検
査
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
手
動
装
置
の
練
習
を
さ
せ
て
＜
れ
る

所
も
あ
る
よ
う
な
の
で
、心
配
な
方
は
利
用
な
さ
る
の
も

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
他
、車
で
の
移
動
に
限
ら
ず
外
出
時
に
気
を
つ
け
る

こ
と
と
し
て
、
ト
イ
レ
関
係
の
お
話
が
出
て
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
人
で
も
失
敗
の
可
能
性
は
あ
る
の
で
、着
替
え
が

あ
る
と
安
心
で
あ
る
こ
と
、並
日段
か
ら
自
分
の
お
手
洗
い

の
サ
イ
ク
ル
を
掴
ん
で
お
＜
と
良
い
こ
と
な
ど
が
ア
ド

バ
イ
ス
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
曰取
近
の
車
は
「オ
ー
ト
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
」
と
い
う
自
動
運
転
の
機
能
が
つ
い
て
い
る
も
の
も

あ
る
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
ハ
イ
テ
ク

機
能
が
普
及
し
て
い
＜
に
つ
れ
て
よ
り
安
全
性
が
高
ま

り
、〈
フ
は
不
安
な
方
で
も
運
転
に
取
り
組
み
や
す
＜
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
日
時
；
１１
月
２７
日

■
テ
ー
マ
‥
外
出
に
つ
い
て

■
参
加
者
・・Ａ
様
、Ｂ
様
、Ｃ
様
、Ｄ
様
、Ｅ
様
、Ｆ
様
、Ｇ
様

Ｈ
様

※
そ
の
他
、室
外
か
ら
様
子
を
う
か
が
っ
た
り
、
お
話
を

聞
＜
方
が
数
名
み
え
て
い
た
。

■
連
（国会
・・畠
坦
様
、若
林
様

■
ス
タ
ッ
フ
・・会
澤
、上
顎

森
尺

三
橋
、堂
窪
策
一、

斯
波
、
坐
官

最
初
に
自
己
紹
介
を
し
た
あ
と
、
ス
タ
ッ
フ
が
用
意
し

た
ス
ラ
イ
ド
を
み
て
外
出
の
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
共
有
し

ま
し
た
。
連
〈
只
ム
の
方
か
ら
は
、
日
常
場
面
で
の
工
夫
か

ら
気
持
ち
の
持
ち
万
ま
で
幅
広
＜
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き

ま
し
た
。

ま
ず
は
、
外
出
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
公
共
交
通

機
関
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。バ
ス
に
乗
る
際
は
、バ
ス

停
で
乗
る
意
思
表
示
を
し
、
運
転
手
さ
ん
が
ス
ロ
ー
プ
を

用
意
し
乗
せ
て
＜
れ
る
そ
う
で
す
。
電
車
は
、
駅
員
さ
ん

に
「○
○
ま
で
乗
る
」と
行
き
先
を
告
げ
、課整
辱
し
て
も
ら

い
ま
す
。
ス
回
―
プ
を
用
意
し
て
乗
せ
て
＜
れ
た
り
、
車

‐
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い
す
ス
ベ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
て
い
る
車
両
に
案
内
し
て

＜
れ
る
そ
う
な
の
で
、
駅
員
さ
ん
の
指
示
に
従
っ
て
安
全

に
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
快
速
な
ど
、
一
部

車
両
に
は
ト
イ
レ
も
付
属
し
て
お
り
、狭
い
け
れ
ど
も
車

い
す
で
ギ
リ
ギ
リ
入
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。

地
下
鉄
や
モ
ノ
レ
ー
ル
も
、基
本
的
に
は
同
じ
で
す
。
国取

近
は
か
な
り
整
備
が
進
ん
で
き
た
よ
う
で
、常
駐
の
係
り

が
い
る
ホ
ー
ム
も
あ
れ
ば
、自
動
で
ス
ロ
ー
プ
が
出
て
＜

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
。
一Ｃ

れ
ら
の
交
通
機
関
は
身
体
障
害
者
手
帳
を
提
示
す
る
こ

と
で
料
金
の
減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
調
は
単
独
で

す
と
１
０
０
輛
移
動
し
な
い
と
半
額
に
な
ら
な
い
そ
う

で
す
。
（介
助
者
が
同
行
す
れ
ば
、距
離
に
関
係
な
＜
半
額

と
な
る
こ
飛
行
機
は
最
初
に
乗
り
込
み
、
降
り
る
と
き

は
最
後
に
な
り
ま
す
。
耐勢
エチ
ケ
ッ
ト
を
買
う
際
に
車
椅

子
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
と
、当
日
準
備
し
て
お
い
て
＜

だ
さ
る
そ
う
で
す
。
機
内
で
は
飛
行
機
用
の
小
さ
な
車
い

す
に
乗
り
換
え
て
移
動
し
、座
席
へ
と
移
乗
し
ま
す
。
自

分
の
車
い
す
は
荷
物
と
し
て
あ
ず
け
て
し
ま
う
の
だ
そ

う
で
す
。

気
に
な
る
外
出
時
の
ト
イ
レ
で
す
が
、出
か
け
る
前
に

排
泄
し
て
管
理
を
徹
底
す
る
と
安
心
し
て
外
に
出
ら
れ

る
と
の
こ
と
で
し
た
。昨
今
は
障
害
者
ト
イ
レ
が
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、ハ
ー
ド
面
が
外
出
時
の
大

き
な
妨
げ
に
な
る
こ
と
は
少
な
い
そ
う
。
着
替
え
も
持

参
す
れ
ば
安
心
感
に
も
繋
が
る
と
の
こ
と
で
、少
し
ず
つ

外
に
出
る
経
験
を
し
て
、
閉
じ
こ
も
ら
な
い
よ
う
に
し
た

方
が
い
い
そ
う
で
す
。
初
め
て
で
も
行
き
や
す
い
の
は
、

大
型
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
い
き
な
り
遠

＜
へ
行
く
の
で
は
な
＜
、近
場
が
オ
ス
ス
メ
だ
そ
う
で
す
。

（都
内
は
意
外
と
お
店
の
入
□
に
段
差
が
あ
る
こ
と
が
多

＜
、入
れ
な
い
店
も
あ
る
そ
う
で
す
。
Ｔ£
叩
へ
と
、入
れ
な

か
っ
た
と
き
は
切
な
い
が
切
り
替
え
る
心
が
必
要
と
の

こ
と
で
し
た
。
）入
院
中
に
自
分
の
排
泄
リ
ズ
ム
や
、ど
う

い
う
時
に
ど
う
な
る
の
か
（気
温
や
体
調
で
ど
う
左
右
さ

れ
る
の
か
）を
つ
か
ん
で
お
＜
の
が
大
切
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、麻
痺
し
て
い
て
も
痛
み
や
し
び
れ
は
出
る
の
で
自

分
の
体
の
サ
イ
ン
に
敏
感
に
な
る
こ
と
が
必
要
だ
と
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
ま
し
た
。
誰
も
が
必
ず
失
禁
は
経

験
す
る
こ
と
な
の
で
、シ
ョ
ッ
ク
だ
け
れ
ど
“次
は
失
敗
し

な
い
よ
う
に
工
夫
し
よ
う
”と
思
え
れ
ば
、
一
歩
前
に
進

め
る
は
ず
、と
い
う
心
強
い
お
言
葉
も
頂
き
ま
し
た
。

＜
わ
え
て
、褥
癒
対
策
も
必
須
で
あ
り
、
ロ
ホ
ク
ッ
シ
ョ

ン
や
ジ
エ
ル
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
駆
使
す
る
の
と
同
時
に
、プ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
を
意
識
し
て
行
う
こ
と
が
大
切
だ
そ
う
で

す
。体
調
管
理
（褥
癒
対
策
、排
泄
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
）と
と
も

に
重
要
な
の
が
、
車
い
す
の
管
理
で
す
。
タ
イ
ヤ
の
空
気

圧
が
減
っ
て
い
な
い
か
、
童日
や
振
動
で
い
つ
も
と
違
う
と

思
っ
た
ら
す
ぐ
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
す
る
こ
と
、気
に
か

け
て
ち
ょ
＜
ち
よ
＜
観
察
し
、人
事
に
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。
ブ
レ
ー
キ
の
か
け
具
合
が
、
力
を
入
れ
ず
に
ふ
に

ゃ
っ
と
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
は
、
力
若
恭
幻
抜
け
て

い
る
サ
イ
ン
だ
そ
う
で
す
。
道
具
で
は
な
＜
ご
自
分
の
体

の

一
部
な
の
で
、
し
っ
か
り
向
き
あ
っ
て
大
切
に
し
て
い

き
ま
し
参
つ
、
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
が
印
象
的
で
し
た
。

ご
参
加
頂
い
た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■
日
時
；
１２
月
２５
日

■
テ
ー
マ
ー
テ
ー
マ
‥
家
屋
改
修
に
つ
い
て

■
参
加
者
・・Ａ
様
、
Ｂ
様
倉
襟
じ
、Ｃ
様
、Ｄ
様
、
Ｅ
様

、

Ｆ
様

■
連
今^只
〒
・石
丼
様
、力鰹
沐

■
ス
タ
ッ
フ
‥
曲
崎
・会
沢
ｏ上
野
士
一橋
・斯
波
ｏ

塾
官

最
初
に
自
己
紹
介
を
し
た
あ
と
、
ス
タ
ッ
フ
出
崎
さ
ん

が
ご
自
身
の
家
屋
改
修
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
（写
真

あ
り
）。
玄
関
、ト
イ
レ
、浴
室
に
つ
い
て
、
連
含
会
の
方
か

ら
改
修
の
際
に
気
を
つ
け
た
ほ
う
が
い
い
こ
と
な
ど
体

験
談
を
踏
ま
え
た
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

玄
関
に
つ
い
て
は
、
ス
ロ
ー
プ
の
角
度
は
今
の
自
分
で
楽

に
登
れ
る
角
度
に
し
て
も
ら
う
こ
と
（５
度
＜
ら
い
が
ベ

ス
ト
と
の
こ
と
）、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
滑
り
止
め
の
加
工

を
す
る
と
良
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、車
庫
な
ど
か
ら
玄
関
ま
で
は
屋
根
が
あ
る
と
濡

れ
ず
に
入
れ
る
の
で
良
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ス
回
―

プ
は
「後
ろ
に
ひ
っ
＜
り
返
り
そ
う
で
苦
手
」
と
い
う
方
で
、

昇
降
機
を
お
使
い
の
方
も
い
ら
っ
し
や
い
ま
し
た
が
、停

電
な
ど
も
あ
る
の
で
予
備
の
ス
ロ
ト
プ
も
ち

て
あ
る
そ

う
で
す
（実
際
に
使
用
し
た
の
は
、大
震
災
の
時
の
み
と

の
こ
と
）。
た
だ
し
、昇
降
機
は
取
り
付
け
る
の
に
結
構
な

金
額
が
か
か
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
外
と
屋
内
で
、車
椅

子
を
２
台
お
持
ち
の
方
も
い
ま
す
が
、助
成
金
が
出
る
の

は
当
座
の
１
台
目
だ
け
だ
そ
う
で
す
（５
～
６
年
経
過
す

る
と
劣
化
も
者
慮
さ
れ
新
し
い
車
い
す
を
買
え
る
そ
う

だ
が
、そ
れ
ま
で
の
間
に
も
う
１
台
欲
し
い
場
合
は
実
薔
一

に
な
る
）。

ト
イ
レ
は
、
入
院
中
に
使
い
な
れ
た
場
所
（○
階
の
こ
の

ト
イ
レ
）に
つ
い
て
、
便
座
の
高
さ
や
手
す
り
の
位
置
な

ど
を
チ
エ
ツ
ク
し
て
測
っ
て
お
き
、
業
者
さ
ん
に
伝
え
る

と
良
い
そ
う
で
す
。
自
宅
で
は
入
□
の
一扉
を
と
る
（カ
ー

テ
ン
に
す
る
）、
移
乗
の
た
め
の
広
さ
を
十
分
確
保
で
き

る
よ
う
工
夫
す
る
（タ
ン
ク
レ
ス
ト
イ
レ
に
す
る
）な
ど

の
経
験
談
が
間
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
脊
損
の
方
は
ト
イ

レ
内
に
長
＜
い
る
こ
と
が
多
＜
な
る
の
で
、
冬
場
は
暖
房

設
備
を
置
い
た
り
、
夏
は
フ
ア
ン
を
回
す
な
ど
の
工
夫
が

必
要
に
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
自
己
導
尿
の
方
な
ど
は
、

ご
自
分
の
状
態
に
含
わ
せ
て
ト
イ
レ
内
に
必
要
な
も
の
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（手
袋
や
カ
ッ
ト
綿
な
ど
）
も
準
備
し
て
お
＜
と
慌
て
ず

に
済
む
と
い
う
意
見
も
頂
き
ま
し
た
。

お
風
呂
は
段
差
が
大
き
い
こ
と
が
多
＜
、一巾
販
の
ス
ノ
コ

で
高
さ
を
替
え
る
等
工
夫
を
し
て
い
た
が
、掃
除
が
大
変

だ
っ
た
こ
と
、結
局
は
洗
い
場
／
脱
衣
所
／
浴
槽
間
の
段

差
を
出
来
る
だ
け
少
な
＜
す
る
よ
う
考
え
て
改
修
し
た

こ
と
等
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
以
前
の
回
で
は
、
シ
ャ
ワ
ー

チ
エ
ア
の
ま
ま
入
れ
て
い
る
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
が
、〈
フ
回
は
シ
ャ
ワ
ー
チ
エ
ア
で
は
不
安
定
で
倉

助
が
必
要
だ
と
い
う
意
見
も
あ
り
、い
し
自
分
の
状
態
に
含

わ
せ
て
色
々
試
し
て
い
＜
こ
と
が
重
要
な
よ
う
で
す
。

（介
助
が
必
要
な
場
合
は
、
浴
室
内
に
倉
助
者
が
動
け
る

ス
ペ
ー
ス
も
必
要
）。
ま
た
、脱
衣
所
は
冬
場
異
い
こ
と
が

多
い
の
で
、ヽこ
こ
に
も
暖
房
設
備
が
あ
る
と
落
ち
着
い
て

着
替
え
ら
れ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
連
合
会
の
方
か
ら
、家
屋
改
修
は
イ
メ
ー
ジ
だ

け
で
進
め
る
よ
り
、
（外
出
許
可
を
も
ら
っ
て
）脊
損
の
先

輩
の
家
を
見
せ
て
も
ら
え
る
と
参
考
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「退
院
後
に

家
に
帰
っ
て
孤
独
感
を
感
じ
る
と
い
う
辛
い
時
期
が
＜
る
、

そ
ん
な
と
き
は
当
事
者
同
上
の
癒
じ
と
い
う
の
が

一
番

効
果
が
あ
る
の
で
、
攀建
非
運
含
会
へ
声
を
か
け
て
ほ
し

い
。
」
と
温
か
い
お
言
葉
を
い
た
だ
さ
、
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。
¨
ｃ
参
加
頂
い
た
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

目
日
時
・，１
月
２２
日

■
テ
ー
マ
‥
テ
ー
マ
‥
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

■
参
加
者
・・△
球

Ｂ
様
ё
様
。Ｄ
様

途
中
出
入
り
有
↓
（Ａ
様
・旦
ほ
Ｃ
様
・Ｑ
辱
Ｅ
様
）

■
連
合
会
・畠
田
窪
Ⅸ、中
澤
様
釜
拿
筆
緊
入
院
中
）

■
ス
タ
ッ
フ
・・会
澤
、
ＰＴ
高
橋
、斯
波
、出
官

最
初
に
自
己
紹
介
を
し
た
あ
と
、
ス
タ
ッ
フ
会
澤
さ
ん

か
ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
連

合
会
の
方
か
ら
は
、実
際
の
ご
経
験
を
お
話
し
て
頂
き
ま

し
た
。
ま
ず
は
、
福
祉
制
度
の
大
枠
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

原
因
が
事
故
の
場
合
、①
通
動
中
／
勤
務
中
に
つ
い
て
は

〕覆
人
の
対
象
と
な
り
、（）
父
通
事
故
の
場
合
は
損
害
補
償
、

③
そ
の
他
の
事
故
の
場
合
は
介
護
保
険
や
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
る
そ
う
で
す
。
ま
た
原
因
が
ご
病
気

の
場
合
は
、年
齢
に
よ
っ
て
使
え
る
制
度
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
６５
歳
以
上
は
倉
護
保
険
、
４０
～
６５
歳
ま
で
で
特

定
疾
患
の
場
合
は
倉
護
保
険
、牌堂
足
疾
患
外
の
場
合
は
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
ま
す
。
４０
歳
以
下
は
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
適
用
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。

（福
祉

制
度
に
は
優
先
順
位
が
あ
り
、労
災
↓
倉
護
↓
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
順
で
使
っ
て
い
＜
こ
と
に
な
る
そ
う
で
す
。
）

続
い
て
、
弁
護
保
険
と
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（障
害
手

帳
）そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
紹
ｎ
が
あ
り
ま
し

た
。
倉
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
至
る
ま
で
に
は
、①

役
所
の
窓
□
で
申
護
②
要
倉
護
認
定
（訪
問
牟
去
旭
医
の
意

見
書
）③
結
果
通
知
④
ケ
ア
マ
ネ
に
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
作

成
を
依
頼
⑤
契
約
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
開
始
、と
い
う
流
れ

が
あ
り
、
倉
護
認
定
を
受
け
て
結
果
が
出
る
ま
で
に
３０

日
ほ
ど
か
か
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
具
体
的
な
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
は
、①
レ
ン
タ
ル
（車
い
す
、ベ
ッ
ド
、歩
行
器
な

ど
）、②
購
入
補
助
（水
回
り
の
も
の
、
１
割
負
担
で
上
限

１０
万
円
）、③
住
宅
改
修
助
成
（手
す
り
、段
差
解
消
な
ど

１
割
負
担
で
上
限
２０
万
円
）、④
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
利

用
（ヘ
ル
バ
ー
、訪
間
看
護
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）が
あ
る
よ

う
で
す
。

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（手
帳
）に
つ
い
て
は
、患
者
さ
ん

の
状
態
に
よ
っ
て
申
請
の
時
期
が
異
な
り
ま
す
。
不
全
麻

痺
の
方
は
登
場
発
症
か
ら
６
ヶ
月
経
過
し
た
あ
と
、一九
全

麻
痺
の
方
は
、６
２
月
以
内
で
も
申
護
で
き
る
よ
う
で
す
。

た
だ
し
あ
＜
ま
で
原
則
で
あ
り
、個
人
差
が
あ
る
の
で
、

担
当
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
確
認
し
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
で
す
。

連
〈
只
ムの
方
か
ら
は
、
入
院
中
に
や
っ
て
お
い
た
方
が

い
い
手
続
き
や
、退
院
後
の
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
二
人
と
も
手
帳
の
申
請
は
入
院
中

に
済
ま
せ
て
お
り
、車
い
す
の
採
寸
も
済
ま
せ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。他
に
も
、住
宅
の
改
修
、車
を
運
転
さ
れ
る
場

合
の
改
造
、お
仕
事
を
や
め
た
場
合
に
は
失
業
保
険
の
手

続
き
な
ど
、た
＜
さ
ん
の
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
っ
て
大
変

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
何
を
ど
の
時
期
に
手
続
き
し
た
ら
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
る
い
の
で
、担
当
の
ワ
ー
カ

ー
と
よ
＜
相
談
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
頂
き
ま
し
た
。

お
住
ま
い
の
一巾
田
村
で
使
え
る
も
の
も
調
べ
て
み
る
と

農
い
よ
う
で
す
。

退
院
後
し
ば
ら
＜
経
っ
て
か
ら
、他
に
も
使
え
る
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
（訪
間
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
）を
知
っ
た
と
い
う
お

話
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、退
院
後
ほ
乗
る
車
い
す
は
、試
乗
を
し
て
自
分

の
体
に
あ
っ
た
も
の
を
購
入
す
る
よ
う
オ
ス
ス
メ
さ
れ

ま
し
た
。
自
分
の
体
の
状
態
も
年
月
と
と
も
に
変
わ
っ
て

き
た
り
、ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
変
化
す
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、い需
側
は
固
定
車
よ
り
も
あ
る
程
度
調
整
が
き
＜
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折
り
た
た
み
式
の
車
い
す
の
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
意
見
も
頂
き
ま
し
た
。

入
院
中
の
方
か
ら
は
、車
い
す
の
修
理
に
関
す
る
こ
と

や
退
院
後
の
排
泄
管
理
に
関
す
る
こ
と
、身
体
の
コ
ン
ト

□
―
ル
（痙
彊
に
よ
り
日
常
動
作
が
し
づ
ら
い
）
に
つ
い
て

ご
質
問
が
あ
り
、遅
＜
ま
で
渾
一今国会
の
方
々
に
ご
相
談
に

の
っ
て
頂
い
て
い
ま
し
た
。
退
院
し
て
外
に
出
る
こ
と
ヘ

の
期
待
と
不
安
が
あ
る
中
、
■雀
陥
あ
青
に
と
っ
て
先
輩

方
の
経
験
談
と
現
在
の
お
姿
が
と
て
も
参
考
に
な
る
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。『
ｃ
参
加
頂
い
た
皆
様
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

地
域
連
携
部

相
談
室

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

会
塗

〒

２

６

６

１
０

０

０

５

千
葉
県
千
葉
市
緑
区
誉
田
町
１
‐
巧
‐
２

Ｔ
Ｅ
Ｌ
‥
０
４
３
１
２
９
１
１
１
８
３
１
　
（内
１
３
０
）

Ｆ

Ａ
Ｘ

‥

０

４
３

１
２

９
１
１
１

８
４
７

ｍ当
蟄
π
訓
訓
到
劇
副
期
国
醐
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刷
引
劉
『
割
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海
外
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ビ
ア
サ
ポ
ー
ト

講
師

‥
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橋
民
穂
氏

（千
葉
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千
葉
リ
ハ
ビ
リ
テ
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シ
ョ
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セ
ン
タ
ー

理
学
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法
士
）
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皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
私
は
、
千
葉
県
千
葉
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ヨ
ン
セ
ン
タ
ー
と
い
う
と
こ
ろ
で
理
学
療
法
士
を

し
て
い
る
三
橋
民
穂
と
申
し
ま
す
。
脊
髄
損
傷
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ヨ
ン
の
現
状
に
つ
い
て
、
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
と
イ

ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
三
ケ
国
を
昨
年
研
修
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
研
修
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
ピ
ア
サ
ポ
ー

ト
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
の
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

研
修
は
２
ケ
月
間
で
、
４
名
の
研
修
生
が
全
国
か
ら
集
ま

り
成
田
空
港
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
に
行
き
ま
し
た
。
着
い
た

ら
す
ぐ
に
研
修
と
い
う
形
で
、
１
週
間
デ
ン
マ
ー
ク
の
医

療
と
教
育
現
場
を
回
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
そ
の
後

は
４
人
ば
ら
ば
ら
に
な
つ
て
、
自
分
が
テ
ー
マ
と
し
て
掲

げ
た
国
に
行
き
ま
し
た
。
私
は
ス
ウ
エ
ー
デ
ン
と
イ
ギ
リ

ス
、
貧
栞
後
に
丸
１
日
か
け
て
）
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
き

ま
し
た
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
２
週
間
、
そ
の
後
に
イ
ギ
リ
ス
の
ロ

ン
ド
ン
か
ら
約
１
時
間
、
日
本
で
一一一一甲
つ
特
急
の
よ
う
な
電

車
で
北
上
し
て
、
オ
ツ
ク
ス
フ
オ
ー
ド
近
く
の
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
発
祥
の
地
で
有
名
な
ス
ト
ー
ク
マ
ン
デ
ビ
ル
と
い

う
と
こ
ろ
に
３
週
間
い
ま
し
て
、
最
後
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
３
週
間
と
い
う
ス
ケ
ジ

ユ
ー
ル
で
し
た
。
私
の
研
修

と
い
う
の
は
脊
髄
損
傷
を
よ
り
深
く
学
び
た
い
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ヨ
ン
、
社
会
福
祉
制
度
、
そ
し
て
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

と
い
う
３
本
柱
で
研
修
を
進
め
ま
し
た
。

今
年
の
１
月
に
脊
損
連
合
会
で
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
と
き
、
社
会
制
度
の
違
い
に
よ
る
質
問
が
多
か
つ
た
の

で
、
ま
ず
税
金
に
つ
い
て
国
に
よ
つ
て
ど
の
く
ら
い
違
う

の
か
と
い
う
こ
と
か
ら
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

所
得
税
と
消
費
税
、
そ
し
て
医
療
費
が
各
国
ど
の
よ
う
な

割
合
に
な
つ
て
い
る
か
説
明
し
ま
す
。
（図
１
参
昭
じ

日
本
は
消
費
税
が
８
％
で
、
所
得
税
が
５
％
～
４０
％
で

す
が
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
は
お
お
む
ね
３
割
で
す
。

そ
れ
に
比
べ
る
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
消
費
税
２５
％
ヽ
所

得
税
が
５０
％
で
す
。
イ
ギ
リ
ス
は
消
費
税
２０
％
、
所
得

税
は
２０
％
～
４５
％
ｏ
オ
‐
ス
ト
ラ
リ
ア
は
消
費
税
１０
％
、

所
得
税
は
０
％
～
４６
．
５
％
で
す
。
公
的
病
院
で
の
医
療

費
は
３
カ
国
と
も
原
則
無
料
で
す
。
皆
さ
ん
が
乗
っ
て
い

ら
つ
し
や
る
車
い
す
も
無
料
貸
与
な
の
で
実
質
お
金
が
か

か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
福
祉
先
進
国
と
い
わ
れ
る

北
欧
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
医
療
や
福
祉
が

充
実
し
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
が
、
税
制
度
や
国
民
の

考
え
や
教
育
内
容
が
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
違
い
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
と
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
い
う
考
え
方
は
ス
ウ

エ

ー
デ
ン
の
考
え
方
で
す
。
（図
２
参
照
）
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
と

い
う
の
が
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
そ
し
て
日
本

の
考
え
方
で
す
。
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
い
う
の
は
ど
う
い
う

日本      消費税8%所得税5-40%
医療費個人負担:原則3割負担

税制度の違い

消費税25%所得税約50%
医療費個人負担:原則無料

イギリス

医療費個人負担:原則無料

消費税lo% 所得税o-46.5%
医療費個人負担:原則無料
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ロールモデルとピアサポートの違い

ロールモデル (主に北欧)  ピアサポート(Utt Aus日 本)
。当事者同士の支えあい

。当事者の先輩が個人の相談にのる

。個男1の相談に応じて、支援する

。寄り添う考え方
|・拿像t電編 傷働魃
1 択する

|

|°現鸞倶絣 :霧

図2 ロールモデルとピアサポート

こ
と
か
と
言
い
ま
す
と
、
脊
損
当
事
者
の
生
活
を
モ
デ
ル

と
し
て
、新
し
く
入
っ
て
き
た
患
者
さ
ん
に
提
示
を
し
て
、

当
事
者
は
障
害
の
重
症
度
に
関
わ
ら
ず
に
個
人
が
選
択
し

た
生
き
方
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
数
多
く
の
先
輩
方
の

モ
デ
ル
か
ら
、
自
分
が
な
り
た
い
モ
デ
ル
を
選
択
で
き
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
相
談
に
応
じ
る
と
い
う
よ

り
は
自
己
決
定
権
を
尊
重
す
る
と
い
う
北
欧
独
特
の
考
え

方
な
の
か
な
と
感
じ
ま
し
た
。

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
の
は
、当
事
者
同
志
の
支
え
合
い

と
い
う
こ
と
で
、
先
輩
の
脊
損
者
が
個
別
の
相
談
に
応
じ

て
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
同
じ
サ
ポ
ー
ト
で
は
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
辺
が
大
き
な
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
と
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
関
係
に
つ
い
て

で
す
が
、
日
本
の
場
κ省
は
患
者
さ
ん
と
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

い
て
、
そ
れ
と
は
別
組
織
に
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
と
い

う
形
で
す
。
海
外
の
場
合
は
、
医
療
ス
タ
ツ
フ
の
中
に
ピ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
と
い
う
方
が
位
置
づ
け
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
は
カ
ン
フ
ア
レ
ン
ス
に
も
参
加
し
ま
す

し
、
必
要
が
あ
れ
ば
病
室
に
行
っ
て
個
人
的
に
サ
ポ
ー
ト

を
す
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
異
に
は
、
医
療

ス
タ
ッ
フ
が
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
に
患
者
さ
ん
の
個
別

の
い
ろ
い
ろ
な
背
景
を
お
話
し
て
、
今
関
わ
っ
た
ほ
う
が

良
い
の
か
、
ま
だ
関
わ
ら
な
い
ほ
う
が
良
い
の
か
と
い
う

よ
う
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
け
る
と
い

う
の
も
海
外
の
特
徴
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

（図
３
参
昭
じ

も
う

一
つ
大
き
な
こ
と
は
、
日
本
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の

場
合
は
皆
さ
ん
自
身
他
の
仕
事
を
持
っ
て
い
て
、
ご
自
分

の
仕
事
を
や
り
な
が
ら
余
暇
時
間
を
使
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ

う
ち
の
セ
ン
タ
ー
に
お
来
し
い
た
だ
い
て
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

の
よ
う
な
状
況
で
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
海

外
の
場
合
ン
ピ
ァ
サ
ポ
‐
タ
ー
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
い
う

こ
と
で
、病
院
の
勤
務
の
な
か
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
、

そ
こ
が
大
き
な
違
い
だ
と
思
い
ま
す
。

次
に
個
別
に
行
っ
た
病
院
の
説
明
を
し
ま
す
。
ま
ず
ス
ト

ッ
ク
ホ
ル
ム
に
あ
る
リ
ハ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
ト
ツ
ク
ホ

ル
ム
と
い
う
病
院
で
す
。
私
立
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

病
院
で
、
脊
髄
損
傷
の
方
な
ど
１５
床
の
ベ
ッ
ド
し
か
な
い

の
で
す
が
、
ス
タ
ッ
フ
が
８‐
名
ぃ
る
の
に
は
驚
き
で
し
た
。

神
経
疾
患
の
患
者
さ
ん
も
入
院
し
て
い
ま
し
た
が
、
ほ
と

ん
ど
脊
損
の
外
来
患
者
さ
ん
が
来
て
い
ま
し
た
「
こ
の
人

数
で
リ
ハ
ビ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
い
わ
ゆ
る
ピ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
が
１４
名
い
ら
つ
し
や
つ
て
、
脊
髄
損
傷

者
に
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
の
っ
て
い
く
と
い
２ヽ

す
ご
く

手
厚
い
病
院
で
し
た
。
車
い
す
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
方
た
ち
の
背
景
を
ご
説
明
し

ま
す
と
、
常
勤
し
て
お
り
ま
す
が
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
る
た
め
の
専
門
の
学
校
が
あ
る
そ
う
で
す
。
運
動
学
、

生
理
学
、
解
剖
学
、
心
理
学
、
栄
養
学
等
を
学
ん
で
、
車

い
す
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
な
る
そ
う
で
す
。
ス
タ
ッ
フ

は
脊
髄
損
傷
者
の
い
ろ
い
ろ
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
方
で
、

脳
性
ま
ひ
の
方
も
い
ま
し
た
。
何
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
か

と
い
う
と
車
い
す
の
ス
キ
ル
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
Ａ
Ｄ

Ｌ
と
か
、
移
動
、
移
乗
、
車
の
運
転
等
多
岐
に
わ
た
っ
て

ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
カ
ン
フ
ア
レ
ン
ス
に

参
加
し
た
の
で
す
が
、
も
ち
ろ
ん
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方

も
入
っ
て
い
て
、
医
療
ス
タ
ツ
フ
と
同
じ
よ
う
に
意
見
を

述
べ
て
、
Ｐ
Ｔ
が
車
い
す
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
相
談
し

て
解
決
し
て
い
く
と
い
う
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
先
輩
の
姿

を
入
院
中
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
の
自
分
の
姿
を

想
像
し
た
り
、
よ
り
具
体
的
に
問
題
解
決
が
可
能
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も
有
立量
我
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。病院
の
中
の
車
い
す
を
管
理
し
て
い
る
部
屋

（写
真
１
）

で
す
が
、
ス
ロ
ー
プ
や
階
段
が
見
え
ま
す
が
、
実
際
に
車

い
す
で
階
段
を
上
つ
た
り
降
り
た
り
練
習
を
し
て
い
ま
し

た
。
車
い
す
を
作
る
と
き
に
Ｐ
Ｔ
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

医療スタッフとピアサポーターの関係

日本の場合(当センター)    
海外の場合

ィ「■1、

こ`ノ

図3 医療スタッフとピアサポートの関係

‐15-



1977年 12月 3日 第 3種郵便物認可  SSKP脊損ニュTス 脊損ちば 2015年 2月 23日 発行 通巻第 5953号

写真1 車いす練習場

写真3 無料のタクシー

′″餞

の
方
が
（写
真
２
）
い
つ
し
よ
に
セ
ツ
テ
イ
ン
グ
し
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
室
の
天
丼
を
見
ま
す
と
レ
ー
ル
が
あ
り
ま
す
が
、

ち
ょ
っ
と
で
も
ス
タ
ツ
フ
が
介
助
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
る
の
で
、
患
者
さ
ん
を
ベ
ツ
ギ
か
ら
車
い
す
な
ど
に

移
乗
さ
せ
る
と
き
は
必
ず
ソ
フ
ト
を
使
い
ま
す
。
日
本
と

は
大
違
い
で
す
ね
。

外
に
タ
ク
シ
ー
が
見
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
タ
ク
シ
ー

（写
真
３
）
も
無
料
で
す
。

で
す
か
ら
外
来
通
院
も
無
料
の
タ
ク
シ
ー
を
利
用
で
き

ま
す
。
患
者
さ
ん
に
は
必
ず
パ
ー
ソ
ナ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
い
う
方
が
付
く
の
で
す
が
、
そ
の
介
助
料
も
無
料
で
す
。

次
は
イ
ギ
リ
ス
の
ス
ト
ー
ク
マ
ン
デ
ビ
ル
（写
真
４
）
と

い
う
病
院
の
説
明
で
す
が
、
［里
工
の
脊
損
セ
ン
タ
ー
で
す
。

急
性
期
か
ら
外
来
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
て
、
世
界
初
の

脊
損
セ
ン
タ
ー
で
有
名
な
病
院
で
す
。
こ
こ
の
グ
ツ
ド
マ

ン
博
士
と
い
う
方
が
、
当
時
は
褥
麿
な
ど
で
亡
く
な
る
方

が
た
く
さ
ん
い
ら
つ
し
や
つ
て
、
も
つ
と
血
液
の
循
環
を

良
く
し
て
体
力
を
つ
け
る
に
は
や
は
り
車
い
す
ス
ポ
ー
ツ

だ
と
い
う
こ
と
で
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
を
提
唱
さ
れ
た
そ

う
で
す
。
こ
こ
は
脊
損
の
方
だ
け
で
ベ
ツ
ド
数
が
１
１
０

床
あ
り
ま
す
。
ス
タ
ツ
フ
も
た
く
さ
ん
い
ら
つ
し
や
い
ま

す
。
２
名
の
ビ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
常
勤
し
て
い
て
、
患
者

へ
の
教
育
Ｌｃ相
談
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。
主
事
医
と
は
別

に
９
名
の
精
神
科
医
も
勤
務
し
て
、
家
族
と
か
友
人
へ
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
し
て
い
ま
し
て
、
脊
損
の
方
が
受
傷

さ
れ
て
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
ば
つ
ち
り
や
つ
て
い
き
ま
し

ょ
う
と
い
う
こ
と
で
、
チ
ー
ム
で
一
人
の
脊
髄
損
傷
者
を

診
て
い
き
ま
し
よ
う
と
、
熱
心
に
ケ
ア
さ
れ
て
い
る
病
院

で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
ヽ
・

議
鷲
プ
、「
や

写真 2 車いすインストラクター

ピアサポーターの役割

・
:笏鸞翡鶉霜象警育

プログラムの主催、朦やリハ劇ス

・
難1月tr;緊峨薄:穿ヂ

`ゞ

日午後、約1時間、トピックに沿つて

°
軋忙濁嘉糠ξ護贅機搬ヽ 蟻ヽ 欝ヽ、セク利ティー、燃、

・車椅子スキルトレーニング(外部講師)

写真4 アリスバーリ=駅

写真5 ストークマンデビル病院
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ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
は
、
Ｓ
Ｉ
Ａ
と
い
う
と
こ
ろ
に

所
属
し
て
い
る
方
が
２
名
常
勤
し
て
い
て
、
月
曜
日
は
し

び
れ
に
つ
い
て
と
か
、
火
曜
日
は
ケ
イ
セ
イ
に
つ
い
て
、

水
曜
日
は
褥
清
、木
曜
日
は
排
泄
に
つ
い
て
や
り
ま
す
と
、

口
毎
に
ト
ピ
ツ
ク
ス
を
組
ん
だ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表

（写
真

５
）
が
張
り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
（図
４
参
照
）
そ
れ
を
患

者
さ
ん
が
見
て
、
リ
ハ
ビ
リ
が
か
ぶ
ら
な
い
よ
う
に
な
つ

て
い
て
好
き
な
日
に
、
好
き
な
項
目
を
選
べ
る
と
い
う
シ

ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
難
し
い
こ
と
に
関
し
て
は
外

部
か
ら
脊
損
者
の
講
師
を
招
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

普
段
の
悩
み
や
相
談
ご
と
な
ど
は
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
対

応
し
ま
す
。
ま
た
、
脊
損
の
方
に
は
プ
ー
ル
が
良
い
と
い

う
こ
と
で
、
ど
こ
の
病
院
も
脊
損
者
全
口暴

例
え
ば
傷
が

あ
れ
ば
そ
ｔ
を
覆
つ
て
ハ
イ
ド
ロ
セ
ラ
ピ
ー
が
良
い
と
い

う
こ
と
で
首
の
動
か
な
い
方
で
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。写真9 リハビリ室

最
後
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ブ
リ
ス
ベ
ン
に
あ
る
臥

ホ
ス
ピ
タ
ル
と
い
う
病
院

（写
真
７
）
の
お
話
で
す
。
今

司
会
を
さ
れ
て
い
る
飯
岡
さ
ん
が
受
傷
し
た
と
き
に
入
院

さ
れ
た
病
院
で
、
飯
岡
さ
ん
か
ら
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ケ
ア
ン
ズ
と
か
、
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
と
か
有
名
な
の

で
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
近
い
病

院
で
す
。
公
立
病
院
内
に
あ
る
脊
髄
損
傷
病
棟
で
、
ベ
ッ

ド
数
が
４０
床
、
ス
タ
ッ
フ
が
１
０
２
名
い
ら
つ
し
や
い
ま

し
て
、
と
て
も
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

独
立
し
た
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ａ
と
い
う
組
織
が
あ
り
、
職
員
と
し
て

脊
損
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

（写
真
８
）
が
３
名
い
ら
つ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
病
院
の
１
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
配
属
さ
れ
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
病
院
の
特
徴
は

一
生
涯

に
わ
た
つ
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
す
よ
と
い
う
体
制
を
と

ら
れ
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
が
登
録
さ
れ
て
い
て
、
今
日

は
Ａ
さ
ん
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
な
と
か
、
Ｂ
さ
ん
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
な
と
い
う
ふ
う
に
電
話
を
し
た
り
、
国

土
が
も
の
す
ご
く
広
い
の
で
飛
行
機
で
患
者
さ
ん
の
様
子

を
診
に
行
く
そ
う
で
す
。
脊
損
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
現

地
の
一有
護
士
さ
ん
が
い
た
ら
、
Ｓ
ｋ
ｙ
ｐ
ｅ
を
通
じ
て
こ

う
い
う
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
し
な
さ
い
と
絵
を
見
せ
た
り
、
車

い
す
の
セ
ッ
テ
イ
ン
グ
が
わ
か
ら
な
い
と
、
こ
う
い
う
セ

ツ
テ
イ
ン
グ
に
し
な
さ
い
と
テ
レ
ビ
電
話
を
使
い
な
が
ら

や
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
難
し
い
場
合
は
、
飛
行
機
で

出
向
い
て
専
用
の
ジ
ー
プ
に
乗
り
継
い
で
現
地
の
病
院
ま

で
指
導
に
行
く
そ
う
で
す
。
そ
れ
が
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
と
い
う
部

署
で
、
こ
こ
は
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
ま
で
カ
バ
ー
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
（図
５
参
照
）

ス
タ
ツ
フ
は
Ｐ
Ｔ
、
Ｏ
Ｔ
と
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
患

者
さ
ん
の
医
療
相
談
に
も
応
じ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

こ
こ
は
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
は
外
れ
ま
す
が
、
国
上
が
広
い

の
で
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
だ
け
で
は
対
応
が
難
し
い
と
い
う
こ

と
で
、
ス
タ
ツ
フ
の
１
部
が
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
に
在
籍
し
て
ピ
ア

サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
そ
う
で
、
地
理
的
な
こ
と
も
あ
り

他
の
国
と
は
少
し
違
う
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
Ｓ
Ｐ
Ｏ

Ｔ
は
曇餐
廷
医
や
地
域
の
病
院
と
か
訪
問
ス
タ
ッ
フ
に
も
専

門
的
な
指
導
を
し
て
脊
髄
損
傷
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
働
き
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
２
本
立
て
に
な
っ
て
い
ま
し
て
、　
一

つ
は
国
で
や
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ａ
で
す
。
も
う

一
つ
は
Ｓ
Ｉ
Ａ
と
い
っ
て
州
で
や
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
二

つ
の
組
織
が
あ
っ
て
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
ま
す
。

（課

）

リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
は
ど
こ
の
国
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
で

す
が
、
日
本
と
違
う
の
は
患
者
さ
ん
を
少
し
持
ち
上
げ
る

だ
け
の
介
助
で
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
Э
も
し
私
が
リ
フ

ト
な
ど
を
使
わ
な
い
で
介
助
し
腰
を
痛
め
て
も
労
働
災
害

に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
全
部
リ
フ
ト

図5 SPOT企 画

写真7 PAホスピタル

写真8 車いすの実習

SPO丁

。Spina1 0ut Team(SPOT)

。Queenshnd州 (一部パプアニューギニア)

・ 全域の患者を一生涯サポート

・PT OT Ns

・各種相談:MaH、 電話、テレビ電話、直接現場に出向く

。医療行為に近い、褥清、痙性、関節、痛み等の身体的問題。車
椅子やクツシヨンの検討、関連機器の検討
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公益社団法人全日書饉損傷者連合会

第И回線会大阪大会開催0お知らせ

■開催日 平成27年 6月 6日 (土 )
■会 場 国際障害者交流センター (ビッグアイ)

〒590Ю l15大阪府堺市南区茶山台 1-8-1

TEL 072-290L0900

FAX 072-290-0920

http://travel.rakuten,co.jp/HOTEL/79265/rtmap h力 ml

■お問い合わせ

公益社団法人全国脊髄損傷者連合会本部事務所

TEL 0 3-5605-0871

（写
真
９
）
を
使
っ
て
や
る
の
が
原
則
で
し
た
。
リ
ハ
ビ

リ
に
つ
い
て
は
日
本
の
Ｐ
Ｔ
の
方
が
繊
細
に
患
者
さ
ん
を

扱
っ
て
い
る
と
感
じ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
個
別
リ
ハ

と
い
う
の
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
い
の
で
、
５
人
の
Ｐ
Ｔ
が

本
当
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
患
者
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ

を
し
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
は
じ
め
、
ど
の
職
種
に
も
必
ず
ア
シ
ス

タ
ン
ト
が
い
ま
し
て
、
忙
し
い
と
き
は
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の

方
が
患
者
さ
ん
の
リ
ハ
ビ
リ
を
し
ま
す
。

余
談
で
す
が
、
ス
タ
ツ
フ
の
方
に
日
本
料
理
の
店
に
連
れ

て
行
っ
た
い
た
だ
き
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
方
は
親
国
家

で
や
さ
し
く
て
ユ
ー
モ
ア
が
あ
っ
て
、
最
後
の
研
修
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。
時
間
も
ま
い

り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
辺
で
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。:

⑪ 鵞 o鵞 O膊 〇 め の 支 部 か ら の お 知 ら せ の sottD膊 o鰺 o

■新入会の紹介

会員No.290Jヽ林宇助様(千葉市)

■2月エネオス価格(税込み)

ハイオク:1420円 /7χ  レギュラー:1310円 /7κ  軽油:111.0円 /7κ

■寄僣 いただいた方

吉岡久―様 玉木一成様 鳥海三千代様 忍 司様 千葉均様

■はがき口切手寄贈者

秋本順一様

鶉護用晶全般0車 bヽす》 脚山石商会
本社    ■‐ ‐|‐

W野彎:暴

お気軽にご相談ください

く販 売 と修 理 〉

国産車から外車無
‐オール汁 対応

T289-1512

山武市松尾町ノヽ日2399-7.
T民美1817838量

=量
ら28
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‐´ 子

んが行くＸ②

千
書
市

露
崎

絆
平

私
達
芙
婦
は
結
婚
１０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

あ
っ
と
言
う
間
の
１０
年
だ
っ
た
様
に
感
じ
る
。
付
き
合
っ

た
時
間
も
含
め
る
と
１２
年
位
に
な
る
か
な
…
色
ん
な
事

が
沢
山
有
っ
た
。

１０
年
経
っ
た
つ
は
夫
婦
か
ら
家
族
に
な
っ
て
い
る
。

二
人
可
一愛
い
子
供
も
授
か
っ
た
。

結
婚
を
し
て
今
も
一石
ス
に
笑
い
な
が
ら
過
ご
せ
る
の
は

真
純
ち
ゃ
ん
の
お
陰

そ
し
て
元
気
の
源
し
づ
＜
と
＜
る

み
の
お
陰
な
の
だ
。

７
儡
ギ

長
女
の
し
づ
＜
は
２
月
で
４
才
に
な
る
、
つ
い
最
近
生
ま

れ
た
ば
っ
か
り
な
の
に
本
当
に
あ
っ
と
言
う
間
に
大
き
＜

な
っ
て
い
＜
、も
う
ち
ょ
っ
と
ゆ
っ
＜
り
大
き
＜
な
っ
て
も

良
い
の
に
な
ぁ
（一本

し
づ
＜
が
生
ま
れ
た
日
も
と
て
も
寒
か
っ
た
、確
か
朝
か

ら
雪
が
ち
ら
つ
い
て
い
た
よ
う
な
…

病
棟
中
に
聞
こ
え
る
大
き
な
声
で
泣
い
て
い
た
、俺
も
嬉

し
＜
て
泣
い
て
い
た
よ
。

＜
る
み
は
も
う
す
ぐ
「
才
に
な
る
、す
＜
す
＜
育
っ
て
い

る
。
最
近
は
つ
か
ま
り
立
ち
し
て
何
か
し
ゃ
べ
っ
て
る
、
そ
し

て
ご
飯
を
良
＜
食
べ
る
よ
。

表
情
も
ド
ン
ド
ン
出
て
来
て
、自
己
主
張
も
出
て
き
た

人
間
に
な
っ
て
き
た
ん
だ
な
っ
て
思
う
よ
。

本
当
に
生
命
の
神
秘
を
感
じ
る
、
つ
か
ま
り
立
ち
す
る

の
に
車
い
す
が
ち
ょ
う
ど
良
い
ら
し
＜
音
も
無
＜
ハ
イ

ハ
イ
し
て
き
て
気
が
つ
＜
と
タ
イ
ヤ
の
横
と
か
車
い
す

の
下
と
か
に
い
る
か
ら
か
な
リ
ビ
ッ
ク
リ
す
る
よ
ね
。

結
婚
す
る
事
は
難
し
い
事
も
沢
出
有
る
よ
ね
、直星
吾
が
あ

る
人
と
付
き
合
っ
て
る
と
言
っ
た
だ
け
で
偏
見
の
日
で
見

る
人
も
少
な
＜
は
な
い
。

ま
し
て
や
子
供
が
欲
し
い
な
ん
て
、俺
の
事
で
手
が
か
か

る
の
に
子
供
な
ん
て
諦
め
た
方
が
良
い
よ
と
か
よ
＜
言

わ
れ
た
。

菫
純
ち
ゃ
ん
は

一
度
も
弱
晋
は
吐
が
ず

「私
達
夫
婦
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
は
決
め
た
、
両
親
が

元
気
で
ま
だ
若
い
う
ち
に
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
か
せ
て
あ
げ

た
い
し
、
耕
平
君
は
長
男
な
ん
だ
か
ら
私
達
の
都
合
で
露

崎
家
を
絶
や
す
訳
に
は
行
か
な
い
」

と
重
綱
ち̈
ゃ
ん
は
言
っ
て
い
た
。

10年前

女子チーム

-19-
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た
だ
自
分
自
身
の
中
で
不
妊
治
療
を
始
め
る
時
に
者
え

た
事
が
あ
る
。

他
の
お
父
さ
ん
の
様
に
一肩
車
を
し
た
り
海
や
プ
ー
ル
、

緒
に
自
転
車
に
乗
っ
た
り
出
来
な
い
、ど
う
し
た
ら
良
い

ん
だ
ろ
う
？

子
供
が
将
来
不
満
に
感
じ
た
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
、

と
て
も
不
安
な
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
あ
る
時
思
っ

た
ん
だ
よ
ね
、
そ
ん
な
事
出
来
な
＜
て
も
ど
う
で
も
良

い
や
、自
分
は
自
分
に
し
か
出
来
な
い
子
供
に
対
す
る
愛

情
で
接
し
て
い
こ
う
っ
て
。

別
に
他
の
お
父
さ
ん
と
同
じ
事
が
出
来
な
＜
て
も
い
い

や
、俺
は
俺
の
や
り
方
で
行
こ
う
と
決
め
ま
し
た
。

き
つ
と
そ
打
は
じ
づ
＜
や
＜
る
み
に
も
伝
わ
る
は
ず
と

信
じ
て
い
ま
す
。

―‐‐‘〓″一一・一一一一一ヽ　一・　　　　　ヽ

靱
鵡■
一
卜
、

:ご1警曇‐

姉妹

結
婚
を
す
る
事
や
家
族
が
出
来
る
事
は
確
か
に
楽
な

事
や
楽
し
い
事
ば
か
り
で
は
な
い
と
、大
変
な
事
も
思
う
、

だ
け
ど
私
達
夫
婦
は
良
＜
話
し
て
い
る
の
だ
が
、障
害
が

有
る
か
ら
・車
い
す
だ
か
ら
こ
ん
な
自
分
を
誰
も
好
き
に

な
ら
な
い
な
ん
て
思
っ
た
り
し
な
い
で
恋
愛
や
結
婚
。諦

め
な
い
で
ほ
し
い
と
思
う
時
が
あ
る
。

俺
は
菌
一純
ち
ゃ
ん
と
結
婚
し
て
、し
づ
＜
と
＜
る
み
が

生
ま
れ
て
来
て
＜
れ
て
あ
り
が
と
う
と
思
う
し
、
正
直
ど

ん
な
父
親
に
な
り
た
い
か
な
ん
て
解
ら
な
い
、だ
け
ど
子

供
達
を
精

一
杯
変
し
て
行

に
う
と
思
う
。

巧
年
先
も
２０
年
先
も
‐００
生
葬
も̈
…

つ
づ
＜ 離
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M
y

ｓ
ｔ
ｙ
ｒ
ｅ

手
書
市
・
■
●
　
“
代

皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
ほ
。
こ
れ
を
打
っ
て
い
る
今
日
は

２
月
１０
で
す
。

千
葉
や
東
京
で
は
１
年
で
い
ち
ば
ん
、雪
の
降
る
確
率

高
い
の
が
２
月
で
す
よ
ね
。

わ
た
し
は
な
る
べ
＜
２
月
は
、
大
き
な
予
定
入
れ
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
　
例
え
ば
一局
い
お
芝
居
の
チ
ケ
ツ

ト
な
ど
を
購
入
し
て
い
て
、
雪
で
玄
関
か
ら

一
歩
も
出
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
泣
＜
し
か
な
い
で
す
か
ら
ね
。

玄
関
か
ら
屋
根
つ
づ
き
で
車
に
乗
り
込
め
る
方
は
出

ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
我
が
家
は
雪
か
き
し
な
い

と
ム
リ
な
の
で
、
家
族
と
は
い
え
重
労
働
を
頼
む
の

は

・
・
。
な
か
な
か
言
い
に
＜
い
Ｃ

そ
れ
に
た
だ
で
さ
え
滑
る
雪
道
に
片
手
運
転
て
怖
い

で
す
よ
ね

。
・
・
。
し
か
も
こ
の
辺
り
で
は
ス
ノ
ー
タ
イ

ヤ
履
い
て
な
い
方

（多
分
持
っ
て
い
な
い
）
ば
か
り
で
す

か
ら
。
　
も
ら
い
事
故
は
避
け
た
い
で
す
。

と
は
い
え
実
は
、
〈召
週
末
は
久
々
の
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
イ

に
参
加
予
定
♪
　
反
人
と
お
泊
ま
り
で
参
加
費
は
支
払
い

済
み
―
と
に
か
く
と
に
か
＜
、
雪
降
り
ま
せ
ん
よ
う
に
と

毎
日
天
気
予
報
と
に
ら
め
っ
こ
し
て
ま
す
醐
笑

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
車
い
す
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

お
着
物

（和
服
）
を
お
召
し
に
な
ら
れ
た
こ
と
ご
ざ
い
ま

す
か
？
わ
た
く
し
先
日
、
「車
い
す
用
の
お
着
物
」
を
初
体
験

し
て
ま
い
り
ま
し
た
☆

千
葉
支
部
会
員
で
あ
る
深
丼
さ
ん
か
ら
ご
縁
を
い
た

だ
き
ま
し
て
、
昨
年
、
名
古
屋
で
和
装
ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
お

仕
事
を
さ
れ
て
い
る
中
島
明
子
さ
ん
と
い
う
方
と
出
会
い

ま
し
た
。
彼
女
は
車
い
す
用
の
お
着
物
を
開
発
中
で
、
い

ず
れ
は
レ
ン
タ
ル
が
出
来
る
よ
う
に
と
様
皮
な
こ
と
を
者

え
て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

先
月
１
月
ヽ
わ
た
し
は
知
り
合
い
の
会
社
設
立
パ
ー
テ

ィ
に
参
加
す
る
た
め
名
古
屋
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
パ
ー

テ
ィ
に
何
着
よ
う
と
考
え
た
時
に

「名
古
屋
―
な
ら
ば
こ

こ
で
お
着
物
を
♪
」
っ
て
ね
。

ホ
テ
ル
の
お
部
屋
で
ヘ
ア
メ
イ
ク
＆
着
付
け
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
柄
留
袖
の
上
下
セ
パ
レ
ー
ト
で
帯
や

ら
何
や
ら
シ
ン
プ
ル
に
な
っ
て
お
り
、
「楽
に
」
と
は
言
い

ま
せ
ん
が
、
と
り
あ
え
ず

一
人
で
ト
イ
レ
行
く
こ
と
も
脱

ぐ
こ
と
も
出
来
た
ほ
ど
ス
ム
ー
ス
な
作
り
で
し
た
。
慣
れ

な
い
格
好
に
次
藪
力で
、
後
か
ら
す
ご
い
筋
肉
痛
に
な
り
ま

し
た
け
ど
。
笑

そ
れ
で
も
新
鮮
な
初
体
験
は
と
て
も
楽
し
＜
嬉
し
か

っ
た
で
す
。
深
丼
さ
ん
に
は
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
「深
丼
さ
ん
♪
素
敵
な
ご
縁
を
＜
だ
さ
っ

て
あ
り
が
と
一２
」
ざ
い
ま
し
た
問
」

着
付
け
に
要
す
る
時
間
は
思
い
の
外
短
い
で
す
。今
回

２。
分
ほ
ど
。着
付
け
時
と
脱
ぐ
時
の
動
画
を
思
い
切
っ
て

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
ア
ツ
プ
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
興

味
あ
る
方
は
ど
う
ぞ

象́
易
ヽ
だ
さ
い
ね
。

Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ホ
か
ら
Ｙ

ａ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ
や
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ

ｅ
で

【　
・進
藤
加
代
　
Ｙ
ｏ
ｕ
丁
ｕ
ｂ
ｅ
　
】
と
検
索
し

て
＜
だ
さ
い
。

一
発
で

「
ス
ム
ー
ス
コ
ン
シ
エ
ル
ジ
ュ
進
藤
加
代
‐

Ｙ
ｏ
ｕ
丁
ｕ
ｂ
ｅ
」
と
出
て
く
る
は
ず
で
す
。
そ
の
中

に
ご
ざ
い
ま
す
。

お
着
物
を
着
て
み
た
か
っ
た
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
さ
ん

へ
の
朗
報
と
な
り
ま
す
よ
う
に
り
　
で
は
ま
た
問

ブ
ロ
グ
∪
Ｒ
Ｌ

Ｊ
鮮
０
＼＼”
ヨ
①
⊆
○
」．ｐ
、∽
ョ
Ｑ
望
す
ｌｏ
ｏ
Ｄ
ｏ
ｄ
濡
δ
＼

ス
ム
ー
ス
コ
ン
シ
エ
ル
ジ
ュ
進
藤
加
代

進藤さん
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た
か
が
側
溝
養

さ
れ
ど
側
溝
養

御
宿
町
　
滝
□
　
仲
秋

大
韓
航
空
及
び
韓
国
観
光
公
社
か
ら
依
頼
さ
れ
た

「バ

リ
ア
フ
リ
ー
モ
ニ
タ
ー
旅
行
」
に
参
加
し
、
韓
国
最
大
の

仁
川
国
際
空
港
に
降
り
た
。
ソ
ウ
ル
市
内
の
ホ
テ
ル
、
交

通
機
関
の
バ
リ
ア
事
情
の
調
査
が
主
目
的
で
あ
っ
た
。
時

に
は
、
車
い
す
操
行
を
拒
む
物
に
も
目
が
向
い
た
。

昌
福
富
①
に
は
、
見
上
げ
る
よ
う
な
光
化
門
と
勤
政
殿

の
間
に
は
広
大
な
中
庭
が
あ
っ
た
。

中
庭
に
は
粗
削
り
の
薄
石

（平
た
く
切
り
出
し
た
石
）

が
敷
い
て
あ
り
、
そ
の
中
に
は
御
道
が
通
り
、
そ
の
御
道

の
左
右
に
は
文
武
の
身
分
に
よ
つ
て
九
組
の
品
階
石
が
置

い
て
あ
る
。
因
幡
の
自
ウ
サ
ギ
の
よ
う
に
薄
石
を
ピ
ョ
ン

ピ
ヨ
ン
跳
び
越
え
て
前
進
し
た
。

《勤
政
殿
は
文
武
百
官
か
ら
の
朝
賀
を
含
ん
だ
国
〓一家
の

大
き
な
儀
式
を
挙
行
す
る
こ
と
や
外
国
か
ら
の
使
臣
を
接

待
す
る
な
ど
、
景
福
宮
の
正
殿
で
あ
り
な
が
ら
同
時
に
法

殿
で
あ
っ
た
》
と
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
に
書
い
て
あ
る
。
こ
の

薄
石
に
座
り
込
み
、
国
家
の
大
き
な
儀
式
が
営
ま
わ
れ
て

い
た
ん
だ
。
鉄
板
の
排
水
溝
の
蓋
は
、　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

舗
装
に
調
和
し
て
漕
ぎ
や
す
か
っ
た
。

光
化
門
か
ら
メ
ト
ロ
３
号
線
沿
い
に
三
換
ビ
ル
ま
で

３０
分
漕
い
だ
。
そ
の
間
１
キ
ロ
ぐ
ら
い
だ
つ
た
ろ
う
か
。

道
の
反
対
側
に
昌
徳
宮
②
の
敦
化
門
が
早
え
た
。
朝
鮮

王
国
最
古
の
門
だ
と
い
，２

そ
の
先
に
古
め
か
し
い
仁
政

殿
と
い
う
官
殿
が
あ
っ
た
。
隣
に
は
、
李
朝
時
代
の
王
国

昌
徳
宮
の
わ
き
に
は
昌
慶
宮
③
が
あ
っ
た
。
豊
臣
秀
吉

の
朝
鮮
出
兵
時
、
焼
か
れ
、
再
興
さ
れ
た
と
い
う
昌
徳
宮
。

明
政
殿
か
ら
昌
慶
官
の
入
り
口
。
崇
文
堂
に
い
た
る
通
路

の
排
水
溝
で
は
、
見
事
、
前
輪
が
は
ま
り
前
転
し
て
し
ま

っ
た
。近
く
に
い
た
王
官
職
員
の
手
を
借
り
て
し
ま
つ
た
。

そ
れ
か
ら
は
排
水
溝
を
避
け
、
溝
上
を
斜
め
操
行
を
試
み

た
。

大
韓
民
国
の
大
統
領
府
は
、
紺
碧
の
空
に
映
え
る
北
岳

山
の
ふ
も
と
に
あ
つ
た
。
青
い
瓦
で
葺
か
れ
て
い
る
か
ら

青
瓦
台
名
づ
け
た
そ
う
だ
。
英
語
で
は
ブ
ル
ー
ハ
ウ
ス
と

呼
が
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
影
響
さ
れ
た
の
か
な
あ
。

以
前
訪
れ
た
時
に
は
、
パ
ス
ポ
ー
ド
を
提
示
し
、
高
官

の
執
務
室
、
中
池
な
ど
を
見
学
し
、
そ
の
荘
厳
さ
に
驚
い

た
も
の
だ
。
今
回
は
、
大
統
領
府
が

一
望
で
き
る
噴
水
台

の
庭
園
で
あ
る
後
苑
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
砂
地
？

粘
土
地
？
で
あ
ろ
う
か
、
車
い
す
を
操
行
す
る
に
は
難

儀
な
と
こ
ろ
だ
つ
た
。

土
砂
に
埋
も
れ
た
排
水
溝
だ
け
が
、
車
い
す
操
行
を
容

易
に
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
に
、
大
雨
で
も
降
つ
た
ら
、
１

日
に
し
て
昌
徳
官
の
排
水
溝
は
、
土
砂
に
埋
も
れ
て
し
ま

う
だ
ろ
う
な
あ
。

′

　

‥
―

■

′

′・

昌
慶
宮
の
南
の
宗
廟
に
行
っ
た
。
宗
層
④
は
、
朝
鮮

・

韓
国
の
歴
代
帝
王
・
后
妃

。
功
臣
等
を
祭
る
祭
祀
場
と
聞

い
て
い
る
。
木
々
が
鬱
蒼
と
茂
り
、
個
々
の
建
造
物
が
古

式
ゆ
か
し
く
見
え
た
。
排
水
溝
の
蓋
に
は
天
然
石
を
使
つ

て
あ
る
。
夕
日
に
映
え
た
表
情
か
ら
は
、
王
朝
の
祖
先
が
、

踏
み
つ
け
て
行
く
車
い
す
に
何
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て

い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
か
っ
た
。

ttノ/′ノ′′
‐
′
″
′
′
′

一■
一卜
●
鸞
一

一″
一
一
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昌福宮の蓋①

昌徳宮の蓋②

′  ′

′ ′
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広
場
に
あ
る

「サ
ラ
ン
チ
エ
」
を

一
回
り
し
、
韓
国
、

ソ
ウ
ル
、
青
瓦
台
⑤

へ
の
疑
問
を
解
消
す
る
こ
と
に
努

め
た
。
広
場
に
は
、
ど
の
方
向
か
ら
漕
ぎ
始
め
て
も
、
安

心
し
て
渡
れ
る
溝
蓋
が
あ
つ
た
。

一一一一一】一攀鋼」義』饗』羹熙〓攣攣一

一一一湛攣痺碑姜攣鞭蝉顆靱攣螂攣』彎醍一

一一一Ｆ一一”一中攣攣鞭弾攣滲醸暉燿」響鐵〓『

砕一婢攣岬岬輝痙輌輌疇鳳『熙〓『

一一一一一・．議婢”一一一一彎鯰彎岬鞭螂｝な〓彎

一一』一一一一中岬申岬褻攣棒嬢〕料一一

一‐―――

彊
一

″り
”・　
　
　
一・・′

昌慶宮の蓋③剌朝の約

111■ lf=■■i
t,`::|../:‐

■‐ '′ ソ

ill、 |

1 ・ |■
「
・1

日日
福
官
や
青
瓦
台
で
出
会
っ
た
蓋
は
、

排
水
溝
で
あ
る
意
識
を
な
く
し
て
く
れ

た
。
側
溝
蓋
だ
け
で
も
新
旧
い
ろ
い
ろ
有

り
、
国
柄
を
感
じ
る
蓋
の
調
査
だ
っ
た
。

ぼ
く
は
、
半
年
１
回
の
割
合
で
前
輪
が
蓋

に
は
ま
り
、
蓋
に
前
方
宙
返
り
を
強
要
さ
れ

る
。
た
か
が
側
溝
蓋
、
さ
れ
ど
側
溝
蓋
の
心

境
だ
。

:…
ギ
～‐凛 =

青瓦台の蓋⑤

Ь 鰺 〇 %の

“

⑪ 鰺 〇 ピ ア サ ポ ー ト 実 施 に つ い て の

“

o鰺 DttDTD

は、脊髄損傷者当事者が自らの経験を基に脊髄損傷者 (頚隋損傷者も含みます)の悩みや b配ごとなど
の相談に無料で応じますのでお気軽にご相談ください。

◇ 個人情報は一切外部に漏らしません。

◇ 難しい問題については専門相談員や、弁護士をご紹介します。

◇ ご家族やご友人、会員外の方も歓迎します。

■平成27年度実施日

平成27年 4/5、 6/21、 8/9、 10/11、 11/8、 平成 28年 1/24、 3/6

相談時間帯 14時 ～16時

■場 所
市原市保健福祉センター (サンハート)ボランティアルーム
千葉県市原市海士有木225-4 (案内図は3ページをご参照ください)
■相談ご希望の方は実施日前日までに下記までご連絡ください。 ■電言辞目談受付ます。
担当者 :飯岡 電話 050-363牛 7257
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株式会社ミクニとの企業提携 (子会社化 :2014年 4月 1日 )に関するお知らせ

弊社は、皆様のおかげをもちまして昨年、APド ライブ誕生 40周年を迎える事ができました。
これまで永年のご協力に感謝し、この場をお借りして御礼申し上げます。

現下の事業環境は自動車の急速な八イテク化、グローバル化など決して楽観が許される

状況ではありません。弊社も開発技術の更なる高度化、海外市場への対応力の強化など、

急速な対応を図る必要性に追られております。
これらの情勢を鑑み、弊社としましては自動車部品業界でグローバルに活躍し、福祉機器

事業も展開している (株 )ミクニと提携する事が最も良い選択肢だと判断しました。

今後、弊社内にて若干の体制 。組織の変更などが行われますが、皆様におかれましては

従来通り安心してお取引いただければ幸いです。

鋤
J× 趙

■寝姿

'

な、轟蒸(

株式会社 ニッシン自動車工業 全国ネットワークでトータルにサポートいたします。

写 蓼ヽフ |

編
集
人
　
千
葉
県
木
更
津
市
真
舟
３
１
２６
‐
６
　
　
　
頒
価
二
〇
〇
円

全
国
脊
樋
損
傷
者
運
〈
〓
至
豊
直
支
部

発
行
人
　
東
京
都
世
田
谷
区
砧
６
１
２６
‐
２‐

特
定
非
営
利
活
動
法
人
　
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

Ｊ
●
Ｊ
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